
編  修  趣  意  書  

（教育基本法との対照表） 

 

受理番号 学校 教科 種目 学年 

１０７－２０７ 高等学校 国語科 文学国語  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教科書名 

   

 

１．編修の基本方針 

１．近現代のすぐれた文学的な文章に触れることにより、言語感覚を磨き、知識と教養を身に付け、豊かな

感性や情緒を育むことができるようにした。 

２．生徒が自主的・主体的に学習活動を行うことにより、思考力・判断力・表現力を養い、自発的・創造的

な人間形成に進むことができるよう考慮した。 

３．対話的・協働的な学習活動を積み重ねることにより、さまざまな社会的要請に応え得る人間性の育成に

役立てられるようにした。 

４．人間・生命・戦争などに目を向けさせ、それらが我が国の伝統と文化の中でどのように表現されてきた

かを知ることができるように配慮した。 

５．歴史的・文化的背景を踏まえて国語文化を捉え、生徒一人一人がその伝統の担い手であることを自覚さ

せることを期した。 

 

 

２．対照表 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

第Ⅰ部 

 

・真理を探究する人間のさまざまなありようを示

すことによって、生徒の人間性・社会性の涵養に

働きかけられる題材を採録した（第１号）。 

・詩・短歌・俳句の鑑賞を通して、豊かな情操を養

うことができるよう配慮した（第１号）。 

 

・「作者解説」「文学のしるべ」「小説読解の視点」

を適宜設定し、興味・関心に応じて知識と教養を

広げられるようにするとともに、生徒を読書に

誘うようにした（第１号）。 

p.14～p.20 p.28～p.41 

p.47～p.60 

 

p.64～p.65 p.66～p.67 

p.69～p.70 p.72～p.76 

p.78～p.85 

p.46 p.61 p.62 p.68 

p.71 p.77 p.103 p.115 

p.116 p.175 p.176 p.177 

p.231 p.232 

 

・自主・自律、労働などについて考察した題材を採

録し、生徒が自らの問題として考えを深めること

ができるよう配慮した（第２号）。 

・「読み比べ」や「創作」の言語活動を通して、主

体性を発揮して課題に取り組めるようにした

（第２号）。 

p.21～p.26 

 

 

p.42～p.45 p.86～p.90 

p.117～p.122 p.133～p.137 

p.178～p.180 p.189～p.193 

p.215～p.230 

 

・他者との関わり、社会の有り様などに深く関わる

題材を採録し、生徒が人間関係や社会について

考えを深め、異なる意見を尊重する態度を身に

つけられるよう考慮した（第３号）。 

p.92～p.102 p.104～p.114 

・生命のあり方やその尊さなどについて述べた題

材を採録し、生命を尊ぶ態度を養うとともに、生

徒が自らの問題として考えを深めることができ

るよう配慮した（第４号）。 

p.72～p.76 p.146～p.174 

 



・我が国や他国の文化・芸術、文化の伝承などに深

く関わる題材を採録し、我が国の伝統と文化に

対する理解を深めるとともに、興味・関心を喚起

できるようにした（第５号）。 

 

p.78～p.85  p.86～p.90 

p.124～p.132 p.133～p.137 

p.138～p.144 p.182～p.188 

p.189～p.193 p.194～p.200 

p.202～p.214 p.215～p.230 

 

第Ⅱ部 ・真理を探究する人間のさまざまなありようを示

すことによって、生徒の人間性・社会性の涵養に

働きかけられる題材を採録した（第１号）。 

・詩の鑑賞を通して、豊かな情操を養うことができ

るよう配慮した（第１号）。 

・「作者解説」「文学のしるべ」「小説読解の視点」

を適宜設定し、興味・関心に応じて知識と教養を

広げられるようにするとともに、生徒を読書に

誘うようにした（第１号）。 

p.248～p.257 p.290～p.298 

 

 

p.258～p.259 p.302～p.308 

p.354～p.360 p.411～p.420 

p.260 p.273 p.274 p.289 

p.299 p.300 p.350 p.351 

p.352 p.389 p.410 p.434 

p.435 p.449 p.450 p.451 

 

・個人の価値や能力、職業について考察した題材を

採録し、生徒が自らの問題として考えを深めるこ

とができるよう配慮した（第２号）。 

・「読み比べ」や「創作」の言語活動を通して、主体

性を発揮して創造的な課題に取り組めるようにし

た（第２号）。 

p.239～p.246 

 

 

p.258～p.259 p.452～p.456 

・他者との関わり、多様な価値観などに深く関わる

題材を採録し、生徒が自身と異なる意見を尊重す

る態度を身につけられるよう考慮した（第３号）。 

p.261～p.272 p.276～p.288 

p.306～p.308 

・生命のあり方やその尊さ、戦争などについて述べ

た題材を採録し、生命を尊ぶ態度を養うとともに、

生徒が倫理・道徳の問題を現実に即して考察でき

るよう配慮した（第４号）。 

p.310～p.349 p.372～p.388 

p.390～p.409 p.411～p.420 

p.422～p.433 p.436～p.448 

・我が国の言語文化に深く関わる題材を採録し、外

国との関係や歴史的背景などを踏まえて、我が国

の言語文化に対する理解を深められるようにした

（第５号）。 

・現代の戦争を扱った題材を採録して、国際社会の

平和と発展に寄与する態度を養うことができるよ

う配慮した。（第５号） 

p.234～p.238 p.436～p.448 

p.452～p.456 

 

 

p.361～p.370 p.372～p.388 

p.418～p.420 

 

資料編・巻末口絵 

 

 

・「近現代文学史の概観」「学校系統図」「参考図

録」を用意し、幅広い知識と教養を身に付けると

ともに、我が国や他国の言語文化に対する興味・

関心を喚起できるよう配慮した（第１号・第５号）。 

p.458～p.463  p.464 

巻末口絵 

 

 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

・第二条第３号及び、学校教育法第５１条１号「国家及び社会の形成者として必要な資質を養うこと」、ま

た、第３号「社会について、広く深い理解と健全な批判力を養い、社会の発展に寄与する態度を養うこと」

を踏まえ、各教材の最後に「学習の手引き」「言語活動の手引き」「言葉の手引き」といった課題を用意

し、発表や話し合いを含む多様な学習活動を設定した。教材の内容や構成などについて理解を深め、自ら

の考えを的確に表現する資質・能力を養うとともに、生徒相互の意見交流を通じて、多角的で客観性のあ

る批判的思考能力を養えるよう配慮した。 

・書体にユニバーサルデザインフォントを取り入れたほか、カラーユニバーサルデザインにも配慮し、すべ

ての生徒にとって学びやすい紙面となるよう配慮した。 

  



編  修  趣  意  書  

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 

 

受理番号 学校 教科 種目 学年 

１０７－２０７ 高等学校 国語科 文学国語  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教科書名 

   

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

①単元構成・教材選定 

・「現代の国語」および「言語文化」で育成された資質・能力をさらに推し進め、深く共感したり豊かに想

像したりする力や、創造的に考える力を伸ばすために、書いたり読んだりする資質・能力を伸ばすための

学びと、我が国の言語文化に対する理解を深めるための学びとが、それぞれ系統的に行えるように教材を

配置した。 

・教育現場の意見・要望を尊重し、学習指導の実態に即応できるよう考慮して、全体を二部で構成し、各部

は文種（ジャンル）を基本にした単元構成とした。 

・「Ｂ 読むこと」の教材として、近代以降の小説、詩歌、随想、評論を取り上げた。また、「Ａ 書くこと」

の教材として、「創作」に特化した教材を用意した。 

・教材の選定にあたっては、生徒の発達段階に配慮して、高校生として知っておくべき評価の定まった作品

から厳選することを旨とした。 

・単元の扉に、それぞれの教材で何を学ぶかを「学習のねらい」として示し、教材の意図を学習者全体で共

有しながら学びに取り組むことができるようにした。 

 →「生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図る」ための配慮。 

 

②[知識及び技能]への対応 
・作品の中で押さえておくべき熟語、慣用句、四字熟語等を「注意すべき語句」として脚注の左に示し、必
要な語句を効果的に学習できるよう配慮した。 

・「言葉の手引き」を設定して、「Ｂ 読むこと」の内容と関連づけながら、漢字・語句・表現・修辞等の

知識を深めるとともに、文脈の中で語感を磨き、語彙を豊かにできるようにした。 

・作品ごとに「作者解説」を付し、出典の情報を示して読書につながる興味づけを図るとともに、小説に関

しては「文学のしるべ」を設け、読書の幅を広げることができるように意図した。 

・小説単元に「小説読解の視点」、すべての詩の後に「コラム」を用意し、小説や詩に対する理解が深めら

れるようにした。 

・巻末に「資料編」「参考図録」を用意し、豊富な資料や写真・図版を掲載して、知識をより深めるための

一助とした。 

 

③[思考力、判断力、表現力等]への対応 

・「Ａ 書くこと」に関しては、言語活動として「創作」に特化した教材を用意し、具体的な活動を通して

表現力や想像力を高め、文学的な文章や独創的な文章を書く能力を育成することを目ざした。 

・「Ｂ 読むこと」に関しては、脚注の「問」、および「学習の手引き」「言語活動の手引き」の三つの課題

設定によって、作品の内容理解を深め、興味を広げることができるようにした。 

 ＊「問」は、本文を解釈するうえでポイントとなる箇所に、内容理解を確認する目的で示した。 

＊「学習の手引き」は、文章全体の構成や展開の把握、「学習のねらい」に沿った内容の解釈、文体の特

徴や表現技法の理解という、基本的に三つの事柄を行うことを主旨として設定した。 

＊「言語活動の手引き」は、本文を学習した後に得た、自分の解釈や見解をもとにして、文章を書いたり、

調査・報告を行ったりするなど、「読むこと」と「書くこと」の両方に関わる言語活動を行うことを主

旨として設定した。 

・「言語活動の手引き」とは別に、「Ｂ 読むこと」の言語活動として、教材と関連する別の文章を取り上げ

てさまざまな観点から比較を行う、「読み比べ」教材を用意した。 

 

 



2．対照表

該当箇所

部 単元 教材 ⑴ ⑵
書くこと
⑴

書くこと
⑵

読むこと
⑴

読むこと
⑵

生きるとは、自分の物語をつくること イ・ウ・エ イ イ ア・カ ア p.14-p.20 1 2 3

わからないからおもしろい イ・ウ・エ イ ア・エ・カ ア p.21-p.26 1 2 3

山月記 イ・ウ・エ ア ア・イ・ウ イ ア・イ・ウ・オ・カ ア・ウ p.28-p.41 1 3 4

〔読み比べ〕人虎伝 ア・イ・ウ・オ ア p.42-p.45 1 1

〔文学のしるべ〕 イ p.46

旅する本 イ・ウ・エ ア ア・イ ア・イ・エ・カ ア p.47-p.60 1 3 4

〔文学のしるべ〕 イ p.61

〔小説読解の視点①〕 ウ p.62

詩歌を豊かに鑑賞するために ウ p.64-p.65

小諸なる古城のほとり ウ・エ ア・イ ア・イ・エ・カ ア p.66-p.68  1 1

風船乗りの夢 ウ・エ ア・イ ア・イ・エ・カ ア p.69-p.71 1 1

永訣の朝 ウ・エ ア・イ ア・イ・エ・カ ア p.72-p.77  2 2

短歌と俳句 ウ・エ ア ア・イ・オ・カ・キ オ p.78-p.85 2 2

〔創作〕テーマを決めて短歌・俳句を作る ア・エ ア・イ・ウ・エ ア・エ オ p.86-p.90 3 3

孫係 イ・ウ・エ ア イ ア・イ・カ ア p.92-p.102 1 3 4

〔文学のしるべ〕 イ p.103

山椒魚 イ・ウ・エ ア イ ア・イ・エ・カ ア p.104-p.114 1 3 4

〔文学のしるべ〕 イ p.115

〔小説読解の視点②〕 ウ p.116

〔創作〕物語を創造する　物語を発現する力 ア・イ・ウ・エ ア p.117-p.122 2 2

真珠の耳飾りの少女 イ・ウ・エ イ ア・イ・エ・カ・キ ア p.124-p.132 1 2 3

〔読み比べ〕フェルメールの技を読む イ ア・カ・キ ア・イ・カ p.133-p.137 1 1 2

花のいざない イ・ウ・エ ア イ ア・イ・オ・カ ア p.138-p.144 1 2 3

こころ イ・ウ・エ ア ア・イ・エ ア・イ ア・イ・オ・カ ア・ウ p.146-p.175 1 7 8

〔文学のしるべ〕 イ p.176

〔小説読解の視点③〕 ウ p.177

〔創作〕小説の一場面を脚本化する ア・エ ア・イ・ウ・エ ア・イ ウ p.178-p.180 2  2

陰影という名の自由 イ・ウ・エ ア ア・ウ・オ・カ ア p.182-p.188 2 2

〔読み比べ〕陰翳礼讃 イ・ウ・エ ア イ ア・イ・ウ・オ・カ ア・イ p.189-p.193 1 2 3

句を切る イ・ウ・エ ア イ ア・イ・エ・カ ア・イ p.194-p.200 1 2 3

富嶽百景 イ・ウ・エ ア イ ア・イ・ウ・オ・カ ア・カ p.202-p.214 1 3 4

〔読み比べ〕富嶽百景 イ・ウ・エ ア ア・イ・ウ・エ・オ・カ ア p.215-p.230 3 3

〔文学のしるべ〕 イ p.231

〔小説読解の視点④〕 ウ p.232

ゆずる物腰ものほしげ イ・ウ・エ ア イ ア・イ・カ ア p.234-p.238 1 2 3

日本語籍を取得した日 イ・ウ・エ ア イ・エ ア・イ・カ ア・カ p.239-p.246 1 2 3

檸檬 イ・ウ・エ ア ア・イ・ウ・エ・オ・カ ア p.248-p.257  3 3

〔読み比べ〕秘やかな楽しみ ア イ ア・ウ・オ ア p.258-p.259 1 1 2

〔文学のしるべ〕 イ p.260

冷たい大根の煮物 イ・ウ・エ ア イ ア・イ・エ・カ ア p.261-p.272 1 3 4

〔文学のしるべ〕 イ p.273

〔小説読解の視点⑤〕 ウ p.274  

骰子の七の目 イ・ウ・エ ア ア・イ・エ ア・イ ア・イ・エ・カ ア・ウ p.276-p.288 1 4 5

〔文学のしるべ〕 イ p.289

棒 イ・ウ・エ ア イ ア・イ・エ・カ ア p.290-p.298 1 4 5

〔文学のしるべ〕 イ p.299

〔小説読解の視点⑥〕 ウ p.300

のちのおもひに ウ・エ ア イ ア・イ・エ・カ ア p.302-p.303 1 1 2

足と心 ウ・エ ア ア・イ・エ・カ ア p.304-p.305 1 1

ちがう人間ですよ ウ・エ ア ア・イ・エ・カ ア p.306-p.308  1 1

舞姫 イ・ウ・エ ア イ ア・イ・オ・カ ア・カ p.310-p.350 1 8 9

〔文学のしるべ〕 イ p.351

〔小説読解の視点⑦〕 ウ p.352   

もしも、詩があったら イ・ウ・エ ア イ・ウ ア・イ・カ ア p.354-p.360 1 2 3

祈りとしての文学 イ・ウ・エ イ ア・オ・カ ア・カ p.361-p.370 3 3

バグダッドの靴磨き イ・ウ・エ ア ア・イ・エ ア・イ ア・イ・オ・カ・キ ア・ウ p.372-p.388 1 4 5

〔文学のしるべ〕 イ p.389

夏の花 イ・ウ・エ ア ア・イ・オ・カ・キ ア p.390-p.409 5 5

〔文学のしるべ〕 イ p.410

死んだ男の残したものは ウ・エ ア ア・イ・エ・オ・カ・キ ア p.411-p.413 1 1

わたしが一番きれいだったとき ウ・エ ア ア・イ・エ・オ・カ・キ ア p.414-p.417 1 1

春－イラクの少女シャミラに ウ・エ ア イ ア・イ・エ・オ・カ・キ ア p.418-p.420 1 1 2

葉桜と魔笛 イ・ウ・エ ア イ ア・イ・エ・カ ア p.422-p.434 1 4 5

〔文学のしるべ〕 イ p.435

枯野抄 イ・ウ・エ ア イ ア・イ・エ・カ ア・カ p.436-p.449 1 5 6

〔文学のしるべ〕 イ p.450

〔小説読解の視点⑧〕 ウ p.451

〔創作〕古典を基にして物語を作る ア・イ・ウ・エ ア・ウ p.452-p.456 4  4

37 103 140

第
Ⅰ
部

3　詩・短歌・俳句

7　随想・評論(三)
日本文化の特徴

配当時数

書
く
こ
と

読
む
こ
と

計

思考力・表現力・判断力等
学習指導要領の内容

知識及び技能

6　随想・評論(二)
文学はなぜ必要か

7　戦争と文学

2　小説(一)

図書の構成・内容

第
Ⅱ
部

1　随想・評論(一)
日本語へのまなざし

3　小説(二)

4　詩

5　小説(三)

8　小説(四)

8　小説(四)

6　小説(三)

5　評論・随想(二)
芸術との出会い

4　小説(二)

2　小説(一)

1　随想・評論（一）
なぜ書くのか



怏 儁 炯 峭 臥 虢 賤 恃 狷 榜 穎 李 隴 敦 挽 櫛 茗 汲 些 坦 霞 鞭 惟 煽 蝶 胡 芥 怯 禿 翔 鎧 沌 隼 媚 漢字

29 29 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 25 25 25 24 24 24 23 22 22 21 21 21 19 19 18 16 16 15 15 14 ﾍﾟｰｼﾞ

慙 悶 碌 伍 琢 磋 倨 嘷 嘯 此 軺 已 茅 蓬 仍 嗤 叢 誦 	茫 嘉 赧 愧 厭 闊 峻 懼 淅 淮 於 嶺 傪 袁 汝 悖 漢字

36 36 36 36 36 36 36 35 35 35 35 35 35 35 35 35 33 32 32 31 31 31 30 30 30 30 29 29 29 29 29 29 29 29 ﾍﾟｰｼﾞ

鳩 翠 翡 蟬 杏 顚 餐 綴 搔 陀 埃 訊 輯 鳶 昌 譚 寓 笠 薈 冉 餞 楚 楊 丞 亮 喘 哭 慟 哮 咆 吼 巌 灼 恚 漢字

64 61 61 60 60 58 55 54 53 50 50 47 46 46 46 46 46 46 45 45 43 42 42 42 42 40 39 39 38 38 38 38 38 36 ﾍﾟｰｼﾞ

蜆 稗 喀 薩 菩 勒 兜 崗 雫 蒼 椀 蓴 訣 鼠 倶 犀 欒 吠 斯 朔 萩 駿 寥 羈 姪 抒 篭 畠 衾 藉 萌 蔞 蘩 諷 漢字

78 77 77 75 75 75 75 74 74 73 72 72 72 71 71 71 71 71 70 69 69 68 68 68 68 68 68 67 66 66 66 66 66 65 ﾍﾟｰｼﾞ

蔭 柹 桐 蓼 萄 葡 鷹 勞 嚙 碗 智 鳳 篠 葵 槍 櫂 昏 濡 駈 邨 楸 稔 筏 頸 禎 壺 宏 曳 欣 彦 撒 顫 鼎 阿 漢字

84 84 84 82 82 82 82 82 82 82 82 81 81 81 81 81 81 81 81 80 80 80 80 80 80 80 80 79 79 79 79 79 78 78 ﾍﾟｰｼﾞ

讃 吾 噓 洒 爺 粥 柑 燵 炬 鯛 蛉 蜻 曼 鰯 檎 蒲 菖 蝸 蛙 幟 鯉 燕 朧 雛 薹 蕗 紗 拗 撥 鴉 驢 谿 栲 獅 漢字

103 101 97 97 96 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 89 86 86 85 85 85 84 84 ﾍﾟｰｼﾞ

漱 之 銕 柩 愕 佇 厨 炒 餃 疇 浩 孟 于 噂 窪 荻 鷗 遥 撻 牢 錫 癲 瘋 棍 遁 嚢 淀 黴 憐 苔 狽 狼 鱒 椒 漢字

146 141 141 138 133 127 120 120 120 117 115 115 115 115 115 115 115 113 113 110 109 109 109 108 106 105 105 105 105 104 104 104 104 104 ﾍﾟｰｼﾞ

燭 箔 聘 欽 趨 迄 函 竟 畢 寞 懺 猾 狡 曠 摺 隈 懊 熾 套 梢 讐 徨 彷 悄 淵 祟 嚼 咀 襖 蓮 湊 庇 糊 乃 漢字

183 183 182 176 176 175 173 172 172 172 172 168 168 166 165 165 161 159 158 158 155 155 155 154 154 152 151 151 151 147 147 147 147 146 ﾍﾟｰｼﾞ

晁 兎 皺 睨 芦 伊 鷲 鰺 稀 稜 尖 弘 冴 蓑 笈 桶 蕪 蕉 芭 厠 耽 竪 伽 濾 框 焉 忽 劫 朦 湛 倖 僥 翳 蠟 漢字

215 214 212 210 209 208 204 203 203 203 203 202 198 197 197 197 194 194 194 192 192 191 191 191 190 190 190 189 189 185 184 184 183 183 ﾍﾟｰｼﾞ

贅 蘇 縞 蝕 梶 檬 檸 也 撫 脆 蛛 蜘 晒 乖 揃 溢 噺 蕭 呆 悉 杵 雁 峙 瞥 瞰 屁 蔦 這 隧 斐 烏 屛 凱 奢 漢字

250 250 249 248 248 248 248 246 245 244 244 244 244 244 241 232 231 228 225 225 223 223 222 222 220 219 218 218 217 217 217 216 216 215 ﾍﾟｰｼﾞ

錆 頷 噌 屍 尭 逢 筧 逗 嬉 蠅 痾 塵 袂 橙 謔 烟 劉 顆 弛 恰 錘 鎰 螺 爛 絢 驟 廂 賑 姑 鱈 蝦 鹸 珀 琥 漢字

271 264 261 260 260 260 260 260 258 256 256 256 255 255 254 253 253 253 253 253 253 252 252 252 252 252 252 252 252 251 251 250 250 250 ﾍﾟｰｼﾞ

睫 洛 羲 儲 廻 瀝 巴 黌 銷 瑞 恙 牌 篇 辰 萱 翅 辻 饉 贋 瓜 垢 皓 咎 歪 猜 叡 囁 槌 捲 雀 斧 樵 骰 甦 漢字

314 313 313 313 313 313 313 312 312 311 311 310 303 303 303 302 300 300 299 294 293 286 286 283 283 281 281 280 280 276 276 276 276 273 ﾍﾟｰｼﾞ

慇 茫 媼 歔 欷 涸 憫 洩 呑 惚 恍 梯 髭 袢 襦 巷 僑 苑 艱 冤 曰 或 愷 晋 琲 珈 赫 誣 讒 蔗 瑣 筵 蘭 魯 漢字

323 323 322 322 322 322 321 321 320 320 320 320 320 320 320 320 320 320 320 320 319 319 319 319 319 319 319 318 318 318 317 316 316 316 ﾍﾟｰｼﾞ

常
用
漢
字
以
外
の
使
用
漢
字
一
覧
表



驕 繞 嗟 咄 粟 玻 舵 朋 瀾 諫 軻 轗 蹰 踟 吻 庖 坷 坎 鍤 蒔 殂 盞 臂 鬢 憚 騃 坐 兀 氈 梁 煉 廚 詫 懃 漢字

338 338 337 337 336 336 336 336 335 335 335 335 334 334 334 332 331 331 331 331 330 329 329 328 325 325 325 325 323 323 323 323 323 323 ﾍﾟｰｼﾞ

匍 灌 藪 蝟 楓 闖 濛 饒 辿 繫 紐 礫 揉 癪 壕 彿 瀕 侈 嘔 躇 躊 倦 惹 妾 蒙 鷺 榻 褓 襁 鑼 徊 馭 云 鏤 漢字

396 394 394 394 393 391 391 390 389 384 384 379 375 374 373 367 365 365 362 359 359 355 352 351 351 345 344 343 343 343 342 342 341 339 ﾍﾟｰｼﾞ

炷 庵 簾 凩 屑 禄 咏 寵 擲 柴 栗 捧 墟 蛆 楠 攣 痙 袴 甥 幡 廿 喨 嚠 燻 貰 轟 餉 漕 愍 杜 膿 啞 閃 沛 漢字

437 436 436 436 436 436 436 429 419 418 415 415 408 406 406 406 406 405 405 404 404 404 404 404 402 401 400 399 399 398 398 397 396 396 ﾍﾟｰｼﾞ

逡 跙 䠖 槃 涅 毫 鬚 褪 徘 悸 惻 洟 嗚 愴 哄 槐 綜 掣 挌 扞 軀 脣 顴 痰 擾 愎 頤 迦 烙 焙 藁 紬 其 堰 漢字

446 446 446 446 446 446 446 446 445 445 443 443 443 442 442 441 441 441 441 441 440 438 438 438 438 438 438 437 437 437 437 437 437 437 ﾍﾟｰｼﾞ

芙 俘 婉 圃 昶 葦 氓 洲 蟹 牽 蹟 樺 哉 鞜 樗 蘆 冨 叉 樋 萊 遙 逍 硯 曙 襄 淋 埒 仇 侏 游 纊 溘 梏 桎 漢字

462 462 461 460 460 460 460 460 460 458 458 458 458 458 458 458 458 458 458 458 458 458 458 458 450 450 450 450 450 449 447 447 446 446 ﾍﾟｰｼﾞ

耶 佑 灘 牟 莉 茉 漢字

462 462 462 462 462 462 ﾍﾟｰｼﾞ

常
用
漢
字
以
外
の
使
用
漢
字
一
覧
表



良
嗣

屯
す
る

術 煙
草

止
ま
な
か
っ

た

奥
付

安
部

仏
陀

心
許
な
く

光
代

性 小
笠
原

棺 堕
す

惧
れ
る

珠 但 夕 為
り
て

敢
へ
て

誰 爪
牙

不
可

偶 哀
し
く

還
っ

て

充
ち

故
人

豊
頰

遺
そ
う

占 櫛
挽
道
守

青
嵐

証 違
わ
ず

苛
立
っ

た

零
士

易
き

赤
提
灯

見
巧
者

昇 母
娘

身
体

河
合 漢

字

よ
し
つ
ぐ

た
む
ろ
す
る

す
べ

た
ば
こ

や
ま
な
か
っ

た

お
く
づ
け

あ
べ

ぶ
っ

だ

こ
こ
ろ
も
と
な
く

み
つ
よ

さ
が

お
が
さ
わ
ら

ひ
つ
ぎ

お
と
す

お
そ
れ
る

た
ま

た
だ

ゆ
ふ
べ

な
り
て

あ
へ
て

た
れ

さ
う
が

べ
か
ら
ず

た
ま
た
ま

か
な
し
く

か
え
っ

て

み
ち

と
も

ほ
う
き
ょ

う

の
こ
そ
う

う
ら

く
し
ひ
き
ち
も
り

せ
い
ら
ん

あ
か
し

た
が
わ
ず

い
ら
だ
っ

た

れ
い
じ

や
す
き

あ
か
ち
ょ

う
ち
ん

み
ご
う
し
ゃ

の
ぼ
り

は
は
こ

か
ら
だ

か
わ
い

音
　
訓

61 61 58 57 55 53 52 50 50 47 46 46 45 39 36 36 35 35 35 35 35 35 35 35 33 32 31 30 28 28 25 25 25 25 24 24 23 22 22 22 21 18 15 15 ㌻

富
小
路

和
弘

春
昼

枯
野

外
れ

土
堤

身
振
ひ

皆
吉
司

今
宵

泰
世

貫
か
れ
し

修
二

宙 揚
羽

正
男

確
め

姫
蜆
蝶

稗
貫

盛
岡

政
次
郎

弥
勒
菩
薩

資
糧

聖
い

変
つ
て

御
影
石

倶
楽
部

室
生

朱
欒

瓦
斯
体

幻
覚

空
し
く

萩
原

捨
吉

外
山
正
一

春
樹

信
濃

千
曲

霞
み
て

香 小
諸

藤
原
定
家

立
原

貴
方

薫

漢
字

と
み
の
こ
う
じ

か
ず
ひ
ろ

し
ゆ
ん
ち
う

か
れ
の

そ
れ

ど
て

み
ぶ
る
ひ

み
な
よ
し
つ
か
さ

こ
よ
ひ

や
す
よ

ぬ
か
れ
し

し
ゅ

う
じ

そ
ら

あ
げ
は

ま
さ
お

た
し
か
め

ひ
め
し
じ
み

ひ
え
ぬ
き

も
り
お
か

ま
さ
じ
ろ
う

み
ろ
く
ぼ
さ
つ

か
て

き
よ
い

か
は
つ
て

み
か
げ
い
し

く
ら
ぶ

む
ろ
う

ザ
ム
ボ
ア

が
す
た
い

ま
ぼ
ろ
し

む
な
し
く

は
ぎ
わ
ら

す
て
き
ち

と
や
ま
ま
さ
か
ず

は
る
き

し
な
の

ち
く
ま

か
す
み
て

か
を
り

こ
も
ろ

ふ
じ
わ
ら
の
て
い
か

た
ち
は
ら

あ
な
た

か
お
る

音
　
訓

80 80 80 79 79 79 79 79 79 78 78 78 78 78 78 78 78 77 77 77 75 75 75 75 74 71 71 71 70 69 69 69 68 68 68 67 67 66 66 66 65 65 65 61 ㌻

井
伏
鱒
二

歩 洒
落

経
っ

て

蜜
柑

鯛
焼

銀
杏

秋
麗

曼
珠
沙
華

野
分

時
雨

甲
虫

盛 木
立

桜
桃

蝸
牛

五
月

春
愁

温
む

土
筆

雛
祭

三
十
一
文
字

福
建
省

右
左
口

赤
光

草
田
男

如
く

葡
萄

花
曇

公
彦

万
智

食
む

向
日
葵

能
村

長
谷
川

黄
昏
れ

邦
雄

奔
る

登
志
夫

過
客

百
代

飯
田

稔
典

眼

漢
字

い
ぶ
せ
ま
す
じ

あ
ゆ
む

し
ゃ

れ

た
っ

て

み
か
ん

た
い
や
き

い
ち
ょ

う

あ
き
う
ら
ら

ま
ん
じ
ゅ

し
ゃ

げ

の
わ
き

し
ぐ
れ

か
ぶ
と
む
し

さ
か
り

こ
だ
ち

さ
く
ら
ん
ぼ

か
た
つ
む
り

さ
つ
き

は
る
う
れ
い

ぬ
る
む

つ
く
し

ひ
な
ま
つ
り

み
そ
ひ
と
も
じ

ふ
っ

け
ん
し
ょ

う

う
ば
ぐ
ち

し
ゃ
っ

こ
う

く
さ
た
お

ご
と
く

ぶ
だ
う

は
な
ぐ
も
り

き
み
ひ
こ

ま
ち

は
む

ひ
ま
は
り

の
む
ら

は
せ
が
わ

た
そ
が
れ

く
に
お

は
し
る

と
し
お

く
わ
か
く

は
く
た
い

い
い
だ

と
し
の
り

め

音
　
訓

104 103 97 93 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 86 85 85 84 82 82 82 82 82 82 82 81 81 81 81 81 81 81 80 80 80 80 80 ㌻

音
訓
一
覧
表



塔
頭

枯
山
水

米
原
万
里

お
延

宗
近
一

御
前

頻
り

彼
岸
過
迄

虞
美
人
草

坊
っ

ち
ゃ

ん

吾
輩

牛
込

懺
悔

神
保
町

疑
ぐ
り

捕
ま
え
た

昨
夕

咽
喉
笛

市
ヶ

谷

伝
通
院

従
妹

雑
司
ヶ

谷

鉢
木

当
レ

感

発
顕

世
阿
弥

寿
夫

朽
木

灯
し
た

享
け
た

一
途

微
笑
ん
で

留
ま
っ

た

観
て

餃
子

雅
彦

括
ら
れ
た

閑
間
重
松

厄
除
け

健 太
宰
治

満
寿
二

懐
手

先
途 漢

字

た
っ

ち
ゅ

う

か
れ
さ
ん
す
い

よ
ね
は
ら
ま
り

お
の
ぶ

む
ね
ち
か
は
じ
め

お
ま
え

し
き
り

ひ
が
ん
す
ぎ
ま
で

ぐ
び
じ
ん
そ
う

ぼ
っ

ち
ゃ

ん

わ
が
は
い

う
し
ご
め

ざ
ん
げ

じ
ん
ぼ
う
ち
ょ

う

う
た
ぐ
り

つ
ら
ま
え
た

ゆ
う
べ

の
ど
ぶ
え

い
ち
が
や

で
ん
ず
う
い
ん

い
と
こ

ぞ
う
し
が
や

は
ち
の
き

か
ん
に
あ
た
る

は
つ
げ
ん

ぜ
あ
み

ひ
さ
お

く
ち
き

と
も
し
た

う
け
た

い
ち
ず

ほ
ほ
え
ん
で

と
ど
ま
っ

た

み
て

ぎ
ょ

う
ざ

ま
さ
ひ
こ

く
く
ら
れ
た

し
づ
ま
し
げ
ま
つ

や
く
よ
け

た
け
し

だ
ざ
い
お
さ
む

ま
す
じ

ふ
と
こ
ろ
で

せ
ん
ど

音
　
訓

182 182 177 176 176 176 176 175 175 175 175 175 172 165 161 161 160 157 148 147 147 146 141 141 140 140 138 133 131 128 127 127 126 126 120 117 116 115 115 115 115 113 109 104 ㌻

路 壊
れ

宿
酔

圧
え
つ
け
て

台
詞

彰
良

又
柔

獨
舞

琴
峰

破
壊
と
建
築

吉
田

薪 布
袋

長
押

美
知
子

お
家

地
下
足
袋

甲
斐

屛
風

浮
世
絵

華
奢

広
重

掌 葛
飾

亡
び
る

山
車
灯
籠

象
っ

た

八
甲
田
山

昌
夫

弘
前

灰
汁

彼
方

向
井

先
達

新
花
摘

与
謝

細
雪

縦
繁

失
せ
て

凹
ん
だ

信
子

現 愛
で
た

京
狩
野
派

漢
字

み
ち

く
ず
れ

ふ
つ
か
よ
い

お
さ
え
つ
け
て

せ
り
ふ

あ
き
ら

ゆ
う
じ
ゅ

う

ド
ゥ
ー

ウ
ー

こ
と
み

ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド

よ
し
だ

ま
き

ほ
て
い

な
げ
し

み
ち
こ

お
う
ち

じ
か
た
び

か
い

び
ょ

う
ぶ

う
き
よ
え

き
ゃ

し
ゃ

ひ
ろ
し
げ

て
の
ひ
ら

か
つ
し
か

ほ
ろ
び
る

だ
し
と
う
ろ
う

か
た
ど
っ

た

は
っ

こ
う
だ
さ
ん

ま
さ
お

ひ
ろ
さ
き

あ
く

か
な
た

む
か
い

せ
ん
だ
つ

し
ん
は
な
つ
み

よ
さ

さ
さ
め
ゆ
き

た
て
し
げ

う
せ
て

く
ぼ
ん
だ

の
ぶ
こ

う
つ
つ

め
で
た

き
ょ

う
か
の
う
は

音
　
訓

249 248 248 248 243 239 239 239 239 231 227 226 225 221 219 219 218 217 216 215 215 215 209 207 206 203 203 202 202 202 197 197 195 195 194 194 193 191 191 189 186 185 184 183 ㌻

渋
谷

骰
子

相
容
れ
な
い

鶏
肉

密
か
に

剝
い
た
り

和
郎

樹 康
成

踊
子

老
舗

三
好

企
ら
み
て

奇
し
き

冷
さ

浮
ぶ

唯 離
り
て

手
拭

玩
ぶ

秘
や
か
な

木
端
微
塵

跳
り
上
が
る

潰
し

憶
い
出
し
た

画
本

剖
く
に

明 撲
つ

浸
み
透
っ

て

果
物

点
け
ら
れ
た

店
頭

慈
姑

人
参
葉

快
速
調

乾
蝦

石
鹸

煙
管

切
子

南
京
玉

硝
子

蚊
帳

市

漢
字

し
ぶ
や

さ
い
こ
ろ

あ
い
い
れ
な
い

と
り
に
く

ひ
そ
か
に

む
い
た
り

か
ず
お

き や
す
な
り

お
ど
り
こ

し
に
せ

み
よ
し

た
く
ら
み
て

く
し
き

つ
め
た
さ

う
か
ぶ

た
だ

さ
か
り
て

タ
オ
ル

も
て
あ
そ
ぶ

ひ
そ
や
か
な

こ
っ

ぱ
み
じ
ん

お
ど
り
あ
が
る

く
ず
し

お
も
い
だ
し
た

え
ほ
ん

さ
く
に

み
ん

う
つ

し
み
と
お
っ

て

く
だ
も
の

つ
け
ら
れ
た

み
せ
さ
き

く
わ
い

に
ん
じ
ん
ば

ア
ッ

レ
グ
ロ

ほ
し
え
び

せ
っ

け
ん

き
せ
る

き
り
こ

な
ん
き
ん
だ
ま

が
ら
す

か
や

ま
ち

音
　
訓

276 276 273 265 264 263 260 260 260 260 260 260 259 259 259 258 258 258 258 258 258 256 255 255 255 254 253 253 253 253 252 252 252 252 251 251 251 250 250 250 249 249 249 249 ㌻

音
訓
一
覧
表



三
年

某 歳 首 太
田
豊
太
郎

荒
み

訓
へ

概
略

房
奴

彫
り
つ
け

腸 伊
太
利

瑞
西

房 出
で
て

東 独
逸

日
記

尋
常

来
し

平
生

五
年

骨
牌

卓 泉 判
れ
ば

荒
地

雅
夫

夕 脇
侍

月
光

陽 水
引
草

束
の
間

標
べ

終
り

誘
っ

て
い
く

小
夜
子

斉
藤

曽
じ
い
さ
ん

禍
々
し
い

山
手
線

妹
尾

忠
津 漢

字

み
と
せ

な
に
が
し

と
し

は
じ
め

お
ほ
た
と
よ
た
ら
う

す
さ
み

を
し
へ

あ
ら
ま
し

ば
う
ど

ゑ
り
つ
け

は
ら
わ
た

イ
タ
リ
ア

ス
イ
ス

へ
や

い
で
て

ひ
ん
が
し

ド
イ
ツ

に
き

よ
の
つ
ね

こ
し

ひ
ご
ろ

い
つ
と
せ

カ
ル
タ

つ
く
ゑ

フ
ァ

ン
タ
ン

わ
か
れ
ば

あ
れ
ち

ま
さ
お

ゆ
う
べ

き
ょ

う
じ

が
っ

こ
う

ひ み
ず
ひ
き
さ
う

つ
か
の
ま

し
る
べ

お
わ
り

い
ざ
な
っ

て
い
く

さ
よ
こ

さ
い
と
う

ひ
い
じ
い
さ
ん

ま
が
ま
が
し
い

や
ま
の
て
せ
ん

せ
の
お

た
だ
つ

音
　
訓

312 312 312 312 312 312 312 312 312 312 312 311 311 311 311 311 310 310 310 310 310 310 310 310 308 308 305 304 303 302 302 302 302 299 297 297 289 287 286 280 279 277 277 277 ㌻

誰
ぞ

老
媼

項 貯
へ

外
人

目 巾 鍛
冶

楼 翁 猶
太

木
欄

巷 灯
火

獣
苑

閲
し

漸
く

自
り

毎
に

女 珈
琲
店

衣 手
巾

触
れ
ば

合
歓

嫉
み

棒 麦
酒

伯
林

書 講
筵

法
家

仏
蘭
西

普
魯
西

公 鈴
索

凱
旋
塔

土
瀝
青

粧
ひ

少
女

維
廉

隊
々

菩
提
樹
下

欧
羅
巴

漢
字

た
ぞ

お
う
な

う
な
じ

た
く
は
へ

よ
そ
び
と

ま
み

き
れ

か
ぢ

た
か
ど
の

お
き
な

ユ
ダ
ヤ

お
ば
し
ま

こ
う
ぢ

と
も
し
び

じ
う
ゑ
ん

け
み
し

や
う
や
く

よ
り

ご
と
に

を
み
な

カ
ツ
フ
エ
エ

き
ぬ

し
ゆ
き
ん

さ
や
れ
ば

ね
む

ね
た
み

キ
ユ
ウ

ビ
イ
ル

ベ
ル
リ
ン

ふ
み

か
う
え
ん

は
ふ
か

フ
ラ
ン
ス

プ
ロ
シ
ア

お
ほ
や
け

す
ず
な
は

が
い
せ
ん
た
ふ

ア
ス
フ
ア
ル
ト

よ
そ
ほ
ひ

を
と
め

ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム

く
み
ぐ
み

ぼ
だ
い
じ
ゆ
か

ヨ
オ
ロ
ツ
パ

音
　
訓

322 322 322 322 321 321 320 320 320 320 320 320 320 320 320 320 319 319 319 319 319 319 319 318 318 318 318 318 318 317 316 316 316 316 316 316 314 313 313 313 313 313 313 313 ㌻

外
套

幾
年

容 上
襦
袢

起
ち

疾
く

昨
夜

悪
阻

朝 若
く

詳
か

仏
得
力

活
発
々

軽
き

往
来

幾
種

商
人

食
店

午
餐

相
沢

数
奇

秋 誤
字

堕
ち
ぬ

白
粉

終
日

背 辞
別

食
は
ず

二
年

室 潮
し
た
り

微
紅

羞 価 陶
瓶

臥
床

煉
瓦

左
手

右
手

油
燈

印
せ
し

額 悪
し
き

漢
字

ぐ
わ
い
た
う

い
く
と
せ

か
た
ち

う
は
じ
ゆ
ば
ん

た
ち

と
く

よ
べ

つ
は
り

あ
し
た

し
く

つ
ま
び
ら
か

フ
レ
デ
リ
ツ
ク

く
わ
つ
は
つ
は
つ

か
ろ
き

ゆ
き
き

い
く
い
ろ

あ
き
う
ど

た
べ
も
の
み
せ

ひ
る
げ

あ
ひ
ざ
は

さ
く
き

と
き

あ
や
ま
り
じ

お
ち
ぬ

お
し
ろ
い

ひ
ね
も
す

そ
び
ら

わ
か
れ

く
ら
は
ず

ふ
た
と
せ

へ
や

さ
し
た
り

う
す
く
れ
な
ゐ

は
ぢ

あ
た
ひ

た
う
へ
い

ふ
し
ど

れ
ん
ぐ
わ

ゆ
ん
で

め
て

ラ
ン
プ

し
る
せ
し

ぬ
か

あ
し
き

音
　
訓

333 333 333 333 333 332 332 332 331 330 330 330 330 329 329 329 329 328 328 328 328 328 327 327 326 325 325 325 324 324 324 324 324 324 324 324 323 323 323 323 323 322 322 322 ㌻

音
訓
一
覧
表



傍
目

囚
わ
れ

目
論
み

詞
華
集

弥
一
右
衛
門

巨
勢

興
津
弥
五
右
衛
門

希
典

於
母
影

阿
部

議
り
て

千
行

癲
狂

赤
児

数
週

埋
も
れ

衝
い
て

訪
は
ず

頭 指
し
て

旦 他
人

族 底 略 生
計

寝
ね
つ

彫
鏤

点
し
た
る

黄
蠟

拉
し

任
務

虚 魯
西
亜

明
旦

膚 玻
瑠

二
重

朋
友

生
活

旧 廊 階 門
者 漢

字

は
た
め

と
ら
わ
れ

も
く
ろ
み

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

や
い
ち
え
も
ん

こ
せ

お
き
つ
や
ご
え
も
ん

ま
れ
す
け

お
も
か
げ

あ
べ

は
か
り
て

ち
す
ぢ

て
ん
き
や
う

あ
か
ご

す
し
う

う
づ
も
れ

つ
い
て

と
ぶ
ら
は
ず

か
う
べ

ゆ
び
さ
し
て

あ
し
た

ひ
と

や
か
ら

そ
こ
ひ

あ
ら
ま
し

た
つ
き

い
ね
つ

て
う
る

と
も
し
た
る

わ
う
ら
ふ

ら
つ
し

つ
と
め

う
つ
ろ

ロ
シ
ア

あ
す

は
だ
へ

が
ら
す

ふ
た
へ

ほ
う
い
う

な
り
は
ひ

も
と

わ
た
ど
の

き
ざ
は
し

か
ど
も
り 音

　
訓

368 362 355 355 351 351 350 350 350 350 348 348 348 347 346 345 344 343 343 343 342 341 340 340 339 339 339 339 338 338 338 338 337 337 337 336 336 336 336 335 334 334 334 334 ㌻

枕
頭

申 埋
火

仁
左
衛
門

御
堂
前

三
味
線

暖
簾

光
沢

商
人

時
雨
れ
る

龍
之
介

大
庭

織
田

気
質

陽
射
し

洋 凄
く

発
っ

て

眼
差

贈
物

落
し
て

人
達

茨
木

井
上
光
晴

河
岸

住
吉
橋

常
盤
橋

光
ち
ゃ

ん

慄
え

縮
景
園

安
芸

削
ぎ

栄
橋

射
し
て
く
る

初
盆

希
有

醜
女

堪
え
て

邸 義
姉
さ
ん

神
様

お
祖
母
ち
ゃ

ん

貯
め

太
古 漢

字

ち
ん
と
う

さ
る

う
づ
み
び

に
ざ
え
も
ん

み
ど
う
ま
え

さ
み
せ
ん

の
れ
ん

つ
や

あ
き
ん
ど

し
ぐ
れ
る

り
ゅ

う
の
す
け

お
お
ば

お
だ

か
た
ぎ

ひ
ざ
し

ひ
ろ
し

す
ご
く

た
っ

て

ま
な
ざ
し

お
く
り
も
の

お
と
し
て

ひ
と
た
ち

い
ば
ら
ぎ

い
の
う
え
み
つ
は
る

か
し

す
み
よ
し
ば
し

と
き
わ
ば
し

み
っ

ち
ゃ

ん

ふ
る
え

し
ゅ
っ

け
い
え
ん

あ
き

そ
ぎ

さ
か
え
ば
し

さ
し
て
く
る

に
い
ぼ
ん

け
う

ブ
ス

こ
ら
え
て

や
し
き

ね
え
さ
ん

ア
ッ

ラ
ー

お
ば
あ
ち
ゃ

ん

た
め

い
に
し
え 音

　
訓

437 436 436 436 436 436 436 436 436 436 434 435 434 422 418 417 416 415 415 415 41 414 414 410 408 405 402 401 398 394 394 394 394 391 390 389 387 381 379 375 374 373 372 369 ㌻

妹 伊
勢
物
語

武
弘

真
砂

従
兄

真
似
事

赤
穂
浪
士

大
石
内
蔵
助

玄
鶴

河
童

上
海

保
吉

切
支
丹

久
米

手
巾

柳
川

戯
作

属
纊

暗 凍
て
つ
い
て

首 好
い

差
し
支
え
な
い

嗚
咽

孔 掣
肘

釈
い
て

行
灯

伏
見

日
向

一
刷
毛

正
秀

各
務

弥
陀

山
家

痘
痕

古
法
衣

乙
州

釈
迦

望
月

反
故
文

珠
数

治
郎
兵
衛

伴

漢
字

い
も

い
せ
も
の
が
た
り

た
け
ひ
ろ

ま
さ
ご

い
と
こ

ま
ね
ご
と

あ
こ
う
ろ
う
し

お
お
い
し
く
ら
の
す
け

げ
ん
か
く

か
っ

ぱ

シ
ャ

ン
ハ
イ

や
す
き
ち

キ
リ
シ
タ
ン

く
め

ハ
ン
ケ
チ

や
な
が
わ

げ
さ
く

し
ょ
っ

こ
う

や
み

い
て
つ
い
て

こ
う
べ

よ
い

さ
し
つ
か
え
な
い

お
え
つ

あ
な

せ
い
ち
ゅ

う

と
い
て

あ
ん
ど
ん

ふ
し
み

ひ
な
た

ひ
と
は
け

ま
さ
ひ
で

か
が
み

み
だ

や
ま
が

い
も

ふ
る
こ
ろ
も

お
と
く
に

し
ゃ

か

も
ち
づ
き

ほ
ご
ぶ
み

じ
ゅ

ず

じ
ろ
う
べ
え

と
も

音
　
訓

452 452 450 450 450 450 450 450 449 449 449 449 449 449 449 449 449 447 446 446 445 444 444 443 442 441 441 441 440 440 440 439 439 438 438 438 438 437 437 437 437 437 437 437 ㌻

音
訓
一
覧
表



正
宗

目
取
真

柳
美
里

石
牟
礼

苦
海
浄
土

吉
本
隆
明

健
三
郎

哲
郎

由
美
子

安
保

由
紀
夫

重
治

芙
美
子

美
知
代

拠
っ

た

三
宅

秀
雄

夫
婦

金
史
良

達
三

多
喜
二

有
三

横
光

築
地

有
島
武
郎

春
夫

葛
西

百
合
子

群 武
者
小
路
実
篤

網
走

与
謝
野
晶
子

聖 早
稲
田

不
如
帰

独
歩

武
蔵
野

金
色

五
重
塔

二
葉
亭
四
迷

浮
雲

天
衣
粉
上
野
初
花

藤
原
彰

在
原
響

漢
字

ま
さ
む
ね

め
ど
る
ま

ゆ
う
み
り

い
し
む
れ

く
が
い
じ
ょ

う
ど

よ
し
も
と
た
か
あ
き

け
ん
ざ
ぶ
ろ
う

て
つ
お

ゆ
み
こ

あ
ん
ぽ

ゆ
き
お

し
げ
は
る

ふ
み
こ

み
ち
よ

よ
っ

た

み
や
け

ひ
で
お

め
お
と

キ
ム
サ
リ
ャ

ン

た
つ
ぞ
う

た
き
じ

ゆ
う
ぞ
う

よ
こ
み
つ

つ
き
じ

あ
り
し
ま
た
け
お

は
る
お

か
さ
い

ゆ
り
こ

む
れ

む
し
ゃ

の
こ
う
じ
さ
ね
あ
つ

あ
ば
し
り

よ
さ
の
あ
き
こ

ひ
じ
り

わ
せ
だ

ほ
と
と
ぎ
す

ど
っ

ぽ

む
さ
し
の

こ
ん
じ
き

ご
じ
ゅ

う
の
と
う

ふ
た
ば
て
い
し
め
い

う
き
ぐ
も

く
も
に
ま
ご
う
う
え
の
の
は
つ
は
な

ふ
じ
わ
ら
あ
き
ら

あ
り
は
ら
ひ
び
き

音
　
訓

462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 462 461 460 460 460 460 460 460 460 460 460 460 460 460 460 460 460 460 458 458 458 458 458 458 458 458 458 458 458 458 453 453 ㌻

英
雄

理
英
子

多
美

佐
美
夫

李
良
枝

金
石
範

河
野 漢

字

ひ
で
お

り
え
こ

た
み

さ
み
お

イ
ヤ
ン
ジ

キ
ム
ソ
ク
ポ
ム

こ
う
の

音
　
訓

463 463 463 463 463 463 462 ㌻

音
訓
一
覧
表



〔国語教材〕

ページ 名      称 種別 名     称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

14～19 生きるとは、自分の物語をつくる
こと

国語教材 生きるとは、自分の物語をつくること
（12刷）

124～131 小川洋子他 新潮社 2023年

21～25 わからないからおもしろい 国語教材 ベスト・エッセイ　2014（第１刷） 198～202 木内昇他 光村図書出版 2014年

28～40 山月記 国語教材 中島敦全集　第一巻(初版第15刷) 153～160 中島敦 筑摩書房 1987年

47～59 旅する本 国語教材 さがしもの（第１刷） 11～24 角田光代 新潮社 2008年

66～67 小諸なる古城のほとり 国語教材 藤村全集　第一巻（第１刷） 237 島崎藤村 筑摩書房 1966年

69～70 風船乗りの夢 国語教材 萩原朔太郎全集　第二巻（補訂版１刷） 190～191 萩原朔太郎 筑摩書房 1986年

72～75 永訣の朝 国語教材 新修宮沢賢治全集　第二巻(初版第１刷) 164～167 宮沢賢治 筑摩書房 1979年

78 姫蜆蝶の 国語教材 雪に紛れず（第３刷） 88 真鍋正男 短歌新聞社 1986年

78 幾十の 国語教材 島田修二歌集（初版第３刷） 111 島田修二 国文社 1987年

78 春潮の 国語教材 現代短歌全集（五）（第１刷） 123 坪野哲久他 創元社 1952年

78 生きながら 国語教材 原阿佐緒全歌集（第１刷） 24 原阿佐緒 至芸出版社 1978年

78 恋文を 国語教材 世紀末の小町（第１刷） 100 大西泰世 砂子屋書房 1989年

78 ひかり野へ 国語教材 君なら蝶に（第１刷） 159 折笠美秋 立風書房 1986年

78 高々と 国語教材 花影（第１刷） 13 原石鼎 改造社 1937年

79 蝶々の 国語教材 定本　高浜虚子全集　第一巻（第１刷） 166 高浜虚子 毎日新聞社 1974年

79 日のくれに 国語教材 大西民子全歌集（第１刷） 266 大西民子 沖積舎 1981年

79 白き犬 国語教材 白秋全集　６（第１刷） 16 北原白秋 岩波書店 1985年

79 目のまへの 国語教材 斎藤茂吉全集　第六巻（第１刷） 65 斎藤茂吉 岩波書店 1954年

79 我が家の 国語教材 赤彦全集　第一巻（再版） 558 島木赤彦 岩波書店 1969年

79 小春日や 国語教材 火事物語（第１刷） 29 皆吉司 牧羊社 1984年

79 炎天に 国語教材 沢木欣一集（第１刷） 70 沢木欣一 俳人協会 1980年

79 土堤を外れ 国語教材 山口誓子全集　第二巻（第１刷） 189 山口誓子 明治書院 1977年

79 曳かるる犬 国語教材 富安風生全集　第一巻（第１刷） 183 富安風生 講談社 1992年

出　典　一　覧　表

申 請 図 書 出                      典
備考



ページ 名      称 種別 名     称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

80 猫のひげ 国語教材 水陽炎（第１刷） 75 小島ゆかり 石川書房 1987年

80 やがて発光するかと 国語教材 永田和宏歌集（初版第１刷） 52 永田和宏 砂子屋書房 1990年

80 朱の壺に 国語教材 柘榴の宿（第１刷） 32 富小路禎子 短歌新聞社 1983年

80 頸つかみ 国語教材 筏井嘉一全歌集（第１刷） 52 筏井嘉一 短歌新聞社 1993年

80 十月の 国語教材 坪内稔典句集（初版） 72 坪内稔典 ふらんす堂 1992年

80 黒猫の 国語教材 飯田龍太集　昨日の徑（第１刷） 152 飯田龍太 三一書房 1986年

80 百代の 国語教材 雪起し　乾・坤（第１刷） 1 加藤楸邨 求龍堂 1987年

80 恋猫の 国語教材 永田耕衣俳句集成（第１刷） 55 永田耕衣 沖積舎 1985年

81 ころがりし 国語教材 寺山修司コレクション①　全歌集､全句
集（第１刷）

12 寺山修司 思潮社 1992年

81 暗道の 国語教材 前登志夫歌集（初版） 379 前登志夫 小澤書店 1981年

81 ずぶ濡れの 国語教材 塚本邦雄全集　第一巻（第１版第１刷） 191 塚本邦雄 ゆまに書房 1998年

81 そこだけが 国語教材 山崎方代全歌集（第２刷） 72 山崎方代 不識書院 1996年

81 湯に立ちて 国語教材 果実（初版第１刷） 178 長谷川櫂 花神社 1996年

81 春ひとり 国語教材 定本　枯野の沖（第１刷） 179 能村登四郎 牧羊社 1976年

81 向日葵の 国語教材 篠原鳳作全句文集（第１刷） 68 篠原鳳作 沖積舎 1980年

81 しぐるるや 国語教材 山頭火全集　第一巻（第１刷） 8 種田山頭火 春陽堂書店 1986年

82 君と食む 国語教材 サラダ記念日（初版） 28 俵万智 河出書房新社 1987年

82 一碗には 国語教材 家（第２刷） 140 河野裕子 短歌研究社 2000年

82 カワセミが 国語教材 地中銀河（第１刷） 175 高野公彦 雁書館 1994年

82 うすみどり 国語教材 石川啄木全集　第一巻（初版第９刷） 22 石川啄木 筑摩書房 1993年

82 母の日の 国語教材 鷹羽狩行作品集（第１刷） 93 鷹羽狩行 本阿弥書店 1989年

82 誰もみな 国語教材 星野立子全集　第一巻（第１刷） 346 星野立子 梅里書房 1998年

82 葡萄食ふ 国語教材 中村草田男全集２（第１刷） 7 中村草田男 みすず書房 1989年

82 食べてゐる 国語教材 素十全集　第一巻（初版） 106 高野素十 明治書院 1971年
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92～101 孫係 国語教材 おまじない（第１刷） 72～87 西加奈子 筑摩書房 2021年

104～113 山椒魚 国語教材 井伏鱒二全集　第一巻（増補版） 3～11 井伏鱒二 筑摩書房 1974年

117～121 物語を発現する力 国語教材 考えの整頓（初版第１刷） 46～55 佐藤雅彦 暮しの手帖社 2011年

124～131 真珠の耳飾りの少女 国語教材 いちまいの絵　生きているうちに見るべ
き名画（第１刷）

128～135 原田マハ 集英社 2017年

133～136 フェルメールの技を読む 国語教材 深読みフェルメール（第１刷） 76～84 朽木ゆり子
福岡伸一

朝日新聞出版 2012年

138～143 花のいざない 国語教材 心より心に伝ふる花（初版） 16～20 観世寿夫 角川学芸出版 2008年

148～171 こころ 国語教材 漱石全集　第六巻（第１刷） 236～241、246
～268

夏目漱石 岩波書店 1975年

182～187 陰影という名の自由 国語教材 コモンズとしての日本近代文学（第１
刷）

236～240 ドミニク・
チェン

イースト・プ
レス

2021年

189～192 陰翳礼讃 国語教材 谷崎潤一郎全集　第十七巻（初版） 200～202 谷崎潤一郎 中央公論新社 2015年

194～199 句を切る 国語教材 俳句的生活（第１刷） 8～15 長谷川櫂 中央公論新社 2004年

202～213 富嶽百景 国語教材 パスティス――大人のアリスと三月兎の
お茶会（第１刷）

182～197 中島京子 筑摩書房 2019年

215～229 富嶽百景 国語教材 太宰治全集３（初版第１刷） 124、126～
128、134～
142、144～146

太宰治 筑摩書房 1998年

234～237 ゆずる物腰ものほしげ 国語教材 カタコトのうわごと（新版第２刷） 57～60 多和田葉子 青土社 2023年

239～245 日本語籍を取得した日 国語教材 透明な膜を隔てながら（初版） 19～25 李琴峰 早川書房 2022年

248～256 檸檬 国語教材 梶井基次郎全集　第一巻（初版第１刷） 7～13 梶井基次郎 筑摩書房 1999年

258～259 秘やかな楽しみ 国語教材 梶井基次郎全集　第一巻（初版第１刷） 336～337 梶井基次郎 筑摩書房 1999年

261～271 冷たい大根の煮物 国語教材 とんこつＱ＆Ａ（第１刷） 204～220 今村夏子 講談社 2022年

276～287 骰子の七の目 国語教材 私と踊って(第１刷） 32～48 恩田陸 新潮社 2015年

290～297 棒 国語教材 安部公房全集５（第１刷） 184～188 安部公房 新潮社 1997年

302～303 のちのおもひに 国語教材 立原道造全集　第１巻（第４版） 24～25 立原道造 角川書店 1973年

304～305 足と心 国語教材 中桐雅夫全詩（第１刷） 310 中桐雅夫 思潮社 1990年

306～308 ちがう人間ですよ 国語教材 直感の抱擁（第１刷） 153～155 長谷川龍生 思潮社 1976年

310～348 舞姫 国語教材 鷗外全集　第一巻（第１刷） 425～447 森鷗外 岩波書店 1971年

申 請 図 書 出                      典
備考



ページ 名      称 種別 名     称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

354～359 もしも、詩があったら 国語教材 もしも、詩があったら（初版第１刷） 5～14 アーサー・ビ
ナード

光文社 2015年

361～369 祈りとしての文学 国語教材 アラブ、祈りとしての文学（第３刷） 1～2、11～17 岡真理 みすず書房 2011年

372～387 バグダッドの靴磨き 国語教材 コレクション 戦争と文学 ４　9・11変
容する戦争（第１刷）

191～206 米原万里他 集英社 2011年

390～408 夏の花 国語教材 小説集　夏の花（第１刷） 8～31 原民喜 岩波書店 1988年

411～413 死んだ男の残したものは 国語教材 谷川俊太郎詩集　続（新装版第１刷） 572～574 谷川俊太郎 思潮社 1993年

414～416 わたしが一番きれいだったとき 国語教材 現代詩文庫20　茨木のり子(第15刷） 37～38 茨木のり子 思潮社 1980年

418～419 春――イラクの少女シャミラに 国語教材 大空襲三一〇人詩集（初版） 467 柴田三吉他 コールサック
社

2009年

422～432 葉桜と魔笛 国語教材 太宰治全集３（初版第１刷） 214～222 太宰治 筑摩書房 1998年

436～447 枯野抄 国語教材 芥川龍之介全集　第二巻（第２刷） 282～293 芥川龍之介 岩波書店 1982年

〔図・地図・表〕

※すべて自社で作成。

※上記のもの以外については，編集委員による書き下ろしである。
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見返①・② 森鷗外 写真 日本近代文学館 P0002971
見返①・② 夏目漱石 写真 日本近代文学館 P0002499
見返①・② 島崎藤村 写真 日本近代文学館 P0001756
見返①・② 萩原朔太郎 写真 日本近代文学館 P0002557
見返①・② 谷崎潤一郎 写真 日本近代文学館 P0002118
見返①・② 芥川龍之介 写真 日本近代文学館 P0000082
見返①・② 宮沢賢治 写真 日本近代文学館 P0002873
見返①・② 井伏鱒二 写真 共同通信社 2023092604206
見返①・② 梶井基次郎 写真 日本近代文学館 P0000896
見返①・② 原民喜 写真 共同通信社 201802070097
見返①・② 太宰治 写真 日本近代文学館 P0002246
見返①・② 中島敦 写真 日本近代文学館 P0002425
見返①・② 立原道造 写真 日本近代文学館 P0002029
見返①・② 茨木のり子 写真 茨木のり子

15 河合隼雄 写真 河合隼雄
19 小川洋子 写真 共同通信社 2024040509945
19 『生きるとは、自分の物語をつくること』 写真 『生きるとは、自分の物語をつくること』 表紙 小川洋子、河合隼雄 新潮社 2011年 自社で撮影
21 胡蝶の舞 写真 藤山大樹
25 木内昇 写真 木内昇
25 『ベスト・エッセイ2014』 写真 『ベスト・エッセイ2014』 表紙 日本文芸家協会 光村図書出版 2014年 自社で撮影
31 『龍虎図』より

写真
橋本雅邦 明治28年 静嘉堂文庫美術館/DNPアートコミュニ

ケーションズ
37 中島敦の創作ノート 写真 県立神奈川近代文学館
40 中島敦 写真 日本近代文学館 P0002425
40 『李陵・山月記』 写真 『李陵・山月記』 表紙 中島敦 新潮社 2009年 自社で撮影
46 『李陵・山月記 弟子・名人伝』 写真 『李陵・山月記 弟子・名人伝』 表紙 中島敦 KADOKAWA 1968年 自社で撮影
46 『中島敦全集1』 写真 『中島敦全集1』 表紙 中島敦 筑摩書房 1993年 自社で撮影
46 『斗南先生・南島譚』 写真 『斗南先生・南島譚』 表紙 中島敦 講談社 1997年 自社で撮影
51 スワヤンブナート 写真 PIXTA 61209221
51 カトマンズの町並み 写真 アフロ 24266382
60 角田光代 写真 朝日新聞社 P210115000619
60 『さがしもの』 写真 『さがしもの』 表紙 角田光代 新潮社 2010年 自社で撮影
61 『ツリーハウス』 写真 『ツリーハウス』 表紙 角田光代 文藝春秋 2013年 自社で撮影
61 『八日目の蟬』 写真 『八日目の蟬』 表紙 角田光代 中央公論新社 2011年 自社で撮影
61 『いつも旅のなか』 写真 『いつも旅のなか』 表紙 角田光代 KADOKAWA 2008年 自社で撮影
66 蘩蔞 写真 ユニフォトプレス NNP_0036A42514
68 島崎藤村 写真 日本近代文学館 P0001756
68 『若菜集』 写真 『若菜集』 表紙 島崎藤村 春陽堂 1897年 自社で撮影
68 『春』 写真 『春』 表紙 島崎藤村 新潮社 1950年 自社で撮影
71 萩原朔太郎 写真 日本近代文学館 P0002557
71 マンドリンを持つ朔太郎 写真 前橋文学館
71 『猫町』 写真 『猫町』 表紙 萩原朔太郎 岩波書店 1995年 自社で撮影
72 （宮沢トシ） 写真 林風舎
72 蓴菜 写真 アフロ 5611681
77 宮沢賢治 写真 日本近代文学館 P0002873
77 幼少期のトシ（左）と賢治（右） 写真 林風舎
77 『銀河鉄道の夜』 写真 『銀河鉄道の夜』 表紙 宮沢賢治 KADOKAWA 1969年 自社で撮影
78 姫蜆蝶 写真 アフロ 12911088
78 からす揚羽 写真 アフロ 14551118
82 カワセミ 写真 アフロ 14962099
82 蓼 写真 アフロ 169128446
90 桜貝 写真 アーテファクトリー B-60159
90 花菖蒲 写真 PIXTA 35931863

90 曼珠沙華 写真 PIXTA 3009447

90 枯れ尾花 写真 アフロ 151623710
90 福寿草 写真 PIXTA 3993002

101 西加奈子 写真 西加奈子
101 『おまじない』 写真 『おまじない』 表紙 西加奈子 筑摩書房 2021年 自社で撮影
103 『円卓』 写真 『円卓』 表紙 西加奈子 文藝春秋 2013年 自社で撮影
103 『サラバ！　上』 写真 『サラバ！　上』 表紙 西加奈子 小学館 2017年 自社で撮影

申請図書

出　典　一　覧　表
 〔写真〕

出　　典
備考



ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等
申請図書 出　　典

備考

103 『くもをさがす』 写真 『くもをさがす』 表紙 西加奈子 河出書房新社 2023年 自社で撮影
104 杉苔 写真 アマナイメージズ 1808020024
105 銭苔 写真 アマナイメージズ 32053018041
107 すずめのひえくさ 写真 アーテファクトリー EJ-02073
109 みずすまし（あめんぼ） 写真 アーテファクトリー 11601186
113 井伏鱒二 写真 共同通信社 2023092604206
113 『山椒魚』 写真 『山椒魚』 表紙 井伏鱒二 新潮社 1948年 自社で撮影
115 『黒い雨』 写真 『黒い雨』 表紙 井伏鱒二 新潮社 1970年 自社で撮影
115 『厄除け詩集』 写真 『厄除け詩集』 表紙 井伏鱒二 講談社 1994年 自社で撮影
115 『ドリトル先生航海記』 写真 『ドリトル先生航海記』 表紙 井伏鱒二訳 岩波書店 2000年 自社で撮影
125 「真珠の耳飾りの少女」 写真 「真珠の耳飾りの少女」 ヨハネス・フェルメール アフロ 140161271
129 リュート 写真 ユニフォトプレス uniP_25.AFM0T0
132 原田マハ 写真 原田マハ
132 『いちまいの絵 生きているうちに見るべき名画』

写真
『いちまいの絵 生きているうちに見るべき
名画』

表紙 原田マハ 集英社 2017年 自社で撮影

137 「牛乳を注ぐ女」 写真 「牛乳を注ぐ女」 ヨハネス・フェルメール アムステルダム国立美術館
137 「音楽の稽古」 写真 「音楽の稽古」 ヨハネス・フェルメール ユニフォトプレス 00013702AKG178149
139 せり 写真 PIXTA 7164543
139 なずな 写真 PIXTA 2484232
139 ごぎょう 写真 PIXTA 16660954
139 はこべら 写真 PIXTA 38695518
139 ほとけのざ 写真 PIXTA 35930454
139 すずな 写真 PIXTA 6871225
139 すずしろ 写真 PIXTA 53644098
139 はぎ 写真 PIXTA 54245324
139 おばな 写真 PIXTA 59447930
139 くず 写真 PIXTA 81752072
139 なでしこ 写真 PIXTA 16043085
139 おみなえし 写真 PIXTA 42510207
139 ふじばかま 写真 PIXTA 12807279
139 あさがお 写真 PIXTA 54932511
141 鉢木 写真 銕仙会・吉越研
143 地謡 写真 公益社団法人能楽協会
143 観世寿夫 写真 銕仙会
143 『心より心に伝ふる花』 写真 『心より心に伝ふる花』 表紙 観世寿夫 KADOKAWA 2008年 自社で撮影
152 明治期の帝国大学図書館の外観 写真 『東京帝国大学 明33』 25 小川一真編 小川写真製版所 明治33年 国立国会図書館デジタル化資料
152 明治期の帝国大学図書館の中の様子 写真 東京大学文書館
153 東京帝国大学の竜岡門（大正元年ごろ） 写真 東京大学文書館
165 「東京最新全図」（明治38年ごろ）より 写真 「市街線入東京最新全図」 自社で撮影
173 『こころ』新聞連載第１回 写真 朝日新聞クロスサーチ
173 『こころ』自筆原稿 写真 岩波書店
173 『こころ』初版本 写真 日本近代文学館
173 『こころ』 写真 『こころ』 表紙 夏目漱石 新潮社 2004年 自社で撮影
175 夏目漱石 写真 日本近代文学館 P0002499
175 『吾輩は猫である』挿絵 写真 日本近代文学館 P0008058
176 『虞美人草』 写真 『虞美人草』 表紙 夏目漱石 新潮社 1951年 自社で撮影
176 『それから』 写真 『それから』 表紙 夏目漱石 新潮社 1985年 自社で撮影
176 『明暗』 写真 『明暗』 表紙 夏目漱石 新潮社 2010年 自社で撮影
183 『琴棋書画図』に囲まれた畳の間 写真 妙心寺 春光院
188 ドミニク・チェン 写真 朝日新聞社 P230308000729
188 『コモンズとしての日本近代文学』 写真 『コモンズとしての日本近代文学』 表紙 ドミニク・チェン イースト・プレス 2021年 自社で撮影
190 書院の床の間 写真 養浩館庭園
191 庇 写真 アフロ 32436161
192 谷崎潤一郎 写真 日本近代文学館 P0002118
192 『陰翳礼讃』 写真 『陰翳礼讃』 表紙 谷崎潤一郎 中央公論新社 1995年 自社で撮影
194 松尾芭蕉（芭蕉翁画像） 写真 小川破笠 芭蕉翁顕彰会（芭蕉翁記念館）
194 与謝蕪村 写真 サイネットフォト SPEMP321M
195 向井去来 写真 国立国会図書館デジタル化資料
196 飯田龍太 写真 時事通信社 jlp00924912
198 灰汁桶 写真 国立公文書館
200 長谷川櫂 写真 長谷川櫂
200 『俳句的生活』 写真 『俳句的生活』 表紙 長谷川櫂 中央公論新社 2004年 自社で撮影
204 岩木山 写真 アフロ 118148063
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204 レーニエ山 写真 サイネットフォト SPE2E552DB
211 太宰（左）と井伏（右） 写真 日本近代文学館 P0002218
214 中島京子 写真 朝日新聞社 P190918000338
214 『パスティス』 写真 『パスティス』 表紙 中島京子 筑摩書房 2019年 自社で撮影
216 「富嶽三十六景　凱風快晴」（葛飾北斎筆） 写真 Colbase
216 「東海道五十三次　原　朝の富士」（歌川広重筆） 写真 静岡県立美術館
216 「富士山図屏風」（谷文晁筆） 写真 静岡県立美術館
217 小島烏水 写真 日本山岳会
219 風呂屋のペンキ画 写真 アフロ 89631793
221 天下茶屋 写真 PIXTA 10558256
221 マツヨイグサ 写真 Photolibrary 172101
223 富士山と月見草 写真 アフロ comp_24298199
223 御坂峠の文学碑 写真 PIXTA 45954571
229 甲府から見た富士 写真 時事通信社 jloupe01885702
231 『FUTON』 写真 『FUTON』 表紙 中島京子 講談社 2007年 自社で撮影
231 『小さいおうち』 写真 『小さいおうち』 表紙 中島京子 文藝春秋 2012年 自社で撮影
231 『長いお別れ』 写真 『長いお別れ』 表紙 中島京子 文藝春秋 2018年 自社で撮影
238 多和田葉子 写真 多和田葉子
238 『カタコトのうわごと（新版）』 写真 『カタコトのうわごと（新版）』 表紙 多和田葉子 青土社 2022年 自社で撮影
239 東山彰良 写真 共同通信社 2019120900098
246 李琴峰 写真 李琴峰
246 『透明な膜を隔てながら』 写真 『透明な膜を隔てながら』 表紙 李琴峰 早川書房 2022年 自社で撮影
250 煙管 写真 Photolibrary 620604
252 慈姑 写真 PIXTA 36972949
255 アングル 写真 ユニフォトプレス BAL_ALG227116
256 梶井基次郎 写真 日本近代文学館 P0000896
256 『檸檬』 写真 『檸檬』 表紙 梶井基次郎 KADOKAWA 2013年 自社で撮影
258 セザンヌ 写真 アマナイメージズ e8thke
259 レンブラント 写真 サイネットフォト STV110067231
259 マチス 写真 サイネットフォト GRA110013278
260 『檸檬』 写真 『檸檬』 表紙 梶井基次郎 新潮社 2010年 自社で撮影
260 『檸檬・冬の日』 写真 『檸檬・冬の日』 表紙 梶井基次郎 岩波書店 1954年 自社で撮影
260 『梶井基次郎』 写真 『梶井基次郎』 表紙 梶井基次郎 筑摩書房 2008年 自社で撮影
272 今村夏子 写真 共同通信社 2019071804207
272 『とんこつQ&A』 写真 『とんこつQ&A』 表紙 今村夏子 講談社 2022年 自社で撮影
273 『こちらあみ子』 写真 『こちらあみ子』 表紙 今村夏子 筑摩書房 2014年 自社で撮影
273 『むらさきのスカートの女』 写真 『むらさきのスカートの女』 表紙 今村夏子 朝日新聞出版 2022年 自社で撮影
273 『あひる』 写真 『あひる』 表紙 今村夏子 KADOKAWA 2019年 自社で撮影
287 恩田陸 写真 朝日新聞社 P181220000548
287 『私と踊って』 写真 『私と踊って』 表紙 恩田陸 新潮社 2015年 自社で撮影
289 『夜のピクニック』 写真 『夜のピクニック』 表紙 恩田陸 新潮社 2006年 自社で撮影
289 『蜜蜂と遠雷』 写真 『蜜蜂と遠雷』 表紙 恩田陸 幻冬舎 2019年 自社で撮影
289 『光の帝国　常野物語』 写真 『光の帝国　常野物語』 表紙 恩田陸 集英社 2000年 自社で撮影
297 安部公房 写真 時事通信社 915324
297 『R62号の発明・鉛の卵』 写真 『R62号の発明・鉛の卵』 表紙 安部公房 新潮社 1974年 自社で撮影
299 『砂の女』 写真 『砂の女』 表紙 安部公房 新潮社 2003年 自社で撮影
299 『他人の顔』 写真 『他人の顔』 表紙 安部公房 新潮社 1968年 自社で撮影
299 『箱男』 写真 『箱男』 表紙 安部公房 新潮社 2005年 自社で撮影
302 水引草 写真 アーテファクトリー 33403882
302 草ひばり 写真 ゲッティイメージズ 1734646328
303 立原道造 写真 日本近代文学館 P0002029
305 中桐雅夫 写真 朝日新聞社 P110719002901
308 長谷川龍生 写真 名谷文朝
314 ブランデンブルク門 写真 PIXTA 54281526
314 凱旋塔（戦勝記念塔） 写真 アフロ 1198761
315 ウンテル‐デン‐リンデン（1880～90年ごろ） 写真 アフロ 26100452
320 マリエ教会 写真 アフロ 8150076
325 ショーペンハウエル 写真 アフロ 7957850
325 シルレル 写真 アフロ 60366597
327 ハックレンデル 写真 アフロ 229831322
331 ビヨルネ 写真 アフロ 229831166
331 ハイネ 写真 アフロ 22175534
334 ホテル・カイゼルホオフ 写真 ユニフォトプレス NECakgphotos017004



ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等
申請図書 出　　典
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348 『舞姫・うたかたの記』 写真 『舞姫・うたかたの記』 表紙 森鷗外 KADOKAWA 2013年 自社で撮影
350 森鷗外 写真 日本近代文学館 P0002971
351 『舞姫・うたかたの記　他三篇』 写真 『舞姫・うたかたの記　他三篇』 表紙 森鷗外 岩波書店 1981年 自社で撮影
351 『雁』 写真 『雁』 表紙 森鷗外 新潮社 1948年 自社で撮影
351 『阿部一族　他二篇』 写真 『阿部一族　他二篇』 表紙 森鷗外 岩波書店 2007年 自社で撮影
352 十九世紀末ごろのウンテル‐デン‐リンデン 写真 ゲッティイメージズ 1400219482-170667a
354 ダンテ 写真 アフロ 106126496
354 ホイットマン 写真 アフロ 266343717
356 オズワルド・デ・アンドラーデ 写真 ユニフォトプレス ALA_J46CH4
359 アーサー・ビナード 写真 アーサー・ビナード
359 『もしも、詩があったら』 写真 『もしも、詩があったら』 表紙 アーサー・ビナード 光文社 2015年 自社で撮影
362 サルトル 写真 ユニフォトプレス uniH_RDA00132256
365 プリーモ・レーヴィ 写真 サイネットフォト SPEHP810R
367 カズオ・イシグロ 写真 ユニフォトプレス
370 岡真理 写真 朝日新聞社 P240228000416
370 『アラブ、祈りとしての文学』 写真 『アラブ、祈りとしての文学』 表紙 岡真理 みすず書房 2015年 自社で撮影
383 フセイン 写真 共同通信社 1052200003
387 米原万里 写真 ユニフォトプレス KDO_2003050100065
387 『9・11　変容する戦争』（『コレクション戦争×文学 4

9・11 変容する戦争』）
写真

『9・11　変容する戦争』（『コレクション戦
争×文学 4　9・11 変容する戦争』）

表紙 米原万里他 集英社 2011年 自社で撮影

389 『戦場の博物誌 開高健短篇集』 写真 『戦場の博物誌 開高健短篇集』 表紙 開高健 講談社 2009年 自社で撮影
389 『白い紙／サラム』 写真 『白い紙／サラム』 表紙 シリン・ネザマフィ 文藝春秋 2009年 自社で撮影
389 『女の子たち風船爆弾をつくる』 写真 『女の子たち風船爆弾をつくる』 表紙 小林エリカ 文藝春秋 2024年 自社で撮影
395 原爆投下後の広島① 写真 広島平和記念資料館 平和記念資料館
395 原爆投下後の広島② 写真 広島平和記念資料館 平和記念資料館
408 原民喜 写真 共同通信社 201802070097
408 『夏の花・心願の国』 写真 『夏の花・心願の国』 表紙 原民喜 新潮社 1973年 自社で撮影
410 『原爆詩集』 写真 『原爆詩集』 表紙 峠三吉 岩波書店 2016年 自社で撮影
410 『明日―一九四五年八月八日・長崎』 写真 『明日―一九四五年八月八日・長崎』 表紙 井上光晴 集英社 1986年 自社で撮影
410 『はだしのゲン（1）』 写真 『はだしのゲン（1）』 表紙 中沢啓治 中央公論新社 1998年 自社で撮影
413 谷川俊太郎 写真 共同通信社 2022042011016
416 ルオー 写真 アフロ 59418437
417 茨木のり子 写真 茨木のり子
418 ヤマモモ 写真 アマナイメージズ 10157003530
420 柴田三吉 写真 柴田三吉
424 東郷平八郎 写真 サイネットフォト TPG110085009
432 『女生徒』 写真 『女生徒』 表紙 太宰治 KADOKAWA 2009年 自社で撮影
434 太宰治 写真 日本近代文学館 P0002246
434 太宰治生家 写真 PIXTA 50082640
434 『人間失格』初版本 写真 『人間失格』 表紙 太宰治 筑摩書房 1948年 日本近代文学館 P0003693
435 『走れメロス』 写真 『走れメロス』 表紙 太宰治 新潮社 2005年 自社で撮影
435 『津軽』 写真 『津軽』 表紙 太宰治 新潮社 1951年 自社で撮影
435 『人間失格』 写真 『人間失格』 表紙 太宰治 新潮社 1952年 自社で撮影
441 行灯 写真 Photolibrary 1079556
447 『戯作三昧・一塊の土』 写真 『戯作三昧・一塊の土』 表紙 芥川龍之介 新潮社 2010年 自社で撮影
449 芥川龍之介 写真 日本近代文学館 P0000082
450 『河童・戯作三昧』 写真 『河童・戯作三昧』 表紙 芥川龍之介 KADOKAWA 2008年 自社で撮影
450 『杜子春』 写真 『杜子春』 表紙 芥川龍之介 KADOKAWA 2017年 自社で撮影
450 『地獄変・偸盗』 写真 『地獄変・偸盗』 表紙 芥川龍之介 新潮社 1968年 自社で撮影
459 幸田露伴（左）と尾崎紅葉 写真 日本近代文学館 P0000786
463 『文豪ストレイドッグス（1巻）』 写真 『文豪ストレイドッグス　1巻』 表紙 自社で撮影
463 『文豪ストレイドッグス（2巻）』 写真 『文豪ストレイドッグス　2巻』 表紙 自社で撮影

口絵⑤ 森鷗外（学生時代） 写真 文京区立森鷗外記念館 300008
口絵⑤ 夏目漱石（学生時代） 写真 日本近代文学館 P0002475
口絵⑤ 芥川龍之介（学生時代） 写真 日本近代文学館 P0000126
口絵⑤ 梶井基次郎（学生時代） 写真 日本近代文学館 P0002432
口絵⑤ 太宰治（学生時代） 写真 日本近代文学館

口絵⑤⑥ 東京帝国大学（明治40年代） 写真 国立国会図書館デジタル化資料
口絵⑥ 明治末期の男子学生 写真 東京大学駒場博物館
口絵⑥ 昭和初期の男子学生 写真 『「白線帽の青春」西日本編』 153 国書刊行会 1998年 自社で撮影
口絵⑥ 大正期の女子学生 写真 アフロ 6506119
口絵⑥ 大正期の小学生 写真 朝日新聞社 P160315000686
口絵⑥ 大正期の男子学生 写真 日本近代文学館 P0001443
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申請図書 出　　典
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口絵⑥ 昭和初期の女子学生 写真 朝日新聞社 P140625005121
口絵⑥ 四高生記念像 写真 石川四高記念文化交流館
口絵⑦ 火鉢 写真 昭和のくらし博物館
口絵⑦ 箱膳 写真 台東区立したまちミュージアム
口絵⑦ 柳行李 写真 台東区立したまちミュージアム
口絵⑦ 七輪 写真 アフロ 21632318
口絵⑦ 火のし 写真 台東区立したまちミュージアム
口絵⑦ たらいと洗濯板 写真 昭和のくらし博物館
口絵⑦ 木製の氷冷蔵庫 写真 昭和のくらし博物館
口絵⑦ 蓄音機 写真 テクニカ・ギャラリー
口絵⑦ 電話機 写真 NTT東日本情報通信史料センター
口絵⑦ ラジオ 写真 江戸東京博物館 88207024
口絵⑦ 箱膳での食事 写真 中俣正美（中俣正義撮影）
口絵⑦ 昭和初期の台所 写真 朝日新聞社 P231102000158
口絵⑦ ちゃぶ台のある茶の間 写真 昭和のくらし博物館
口絵⑦ 足踏み式ミシン 写真 昭和のくらし博物館
口絵⑦ テレビ 写真 江戸東京博物館 88010043
口絵⑦ 洗濯機 写真 自社で撮影
口絵⑦ 冷蔵庫 写真 自社で撮影
見返⑧ 軍事教練 写真 朝日新聞社 P100413057691
見返⑧ 学徒出陣 写真 朝日新聞社 P100413032126
見返⑧ 国民学校生徒の勤労奉仕（女生徒） 写真 毎日新聞社 P20000328dd1dd4phj878000
見返⑧ 国民学校生徒の勤労奉仕（男子生徒） 写真 毎日新聞社 P19950727dd1dd2phj439000
見返⑧ 戦争ごっこ 写真 朝日新聞社 P120911002052
見返⑧ ゴム跳び 写真 アフロ 6440501
見返⑧ メンコ 写真 朝日新聞社 P100420016100
見返⑧ 紙芝居とケンケン遊び 写真 アフロ 6600240
見返⑧ チャンバラごっこ 写真 毎日新聞社 P20000826dd1dd3phj905000
見返⑨ 東京・本郷周辺（明治40年ごろ）

写真
『臨時増刊 風俗画報 第373号』「本郷三
丁目及同四丁目の図」

東陽堂 1907年 自社で撮影

見返⑨ 東京・銀座(昭和初期) 写真 アフロ 29981857
見返⑨ 昭和初期の人々 写真 毎日新聞社 P19950723dd1dd1phj664000
見返⑨ モダンガール 写真 サイネットフォト ASA110007960
見返⑩ 東京・浅草の興行街（大正期） 写真 サイネットフォト UIG110170817
見返⑩ 「バスター・キートンの蒸気船」(昭和3年) 写真 サイネットフォト PHT110187846
見返⑩ 「雄呂血」(大正14年) 写真 マツダ映画社
見返⑩ 街頭ラジオ(昭和11年) 写真 アフロ 6530832
見返⑩ 街頭テレビ(昭和28年) 写真 アフロ 13145420

4　(1) 写真等については、肖像権等の権利処理を必要に応じて行うこと。
 　(2) 著作物の掲載に当たっては、著作権法第33条に基づき、掲載する旨を著作者に通知するとともに、
　　　 補償金を著作権者に支払う必要があることに留意すること　(別途契約を締結する場合を除く)。

備考4の内容について確認しました。☑



原典に加除訂正を加えた箇所と加除訂正の理由 

 

単 元 名 ページ・行 本    文 原    典 訂 正 理 由 

【第Ⅰ部】 

1 随想・評論（一） 

なぜ書くのか 

 

 

ｐ14・2 

 

ｐ15・5 

ｐ17・4 

ｐ17・7 

 

ｐ17・15 

 

ｐ19・2 

 

 

ｐ22・6 

 

書くのですか。」 

 

河合隼雄先生 

心理療法の現場で、 

ベイスト・メディシン」 

 

「本当に『医療』を 

 

楽になりました。 

 

 

読んだらどうだ」、 

〈句点なし〉 

 

河合先生 

心理分析の治療の現場で、 

〈このあと原文削除〉 

 

“本当に「医療」を 

 

〈原文の一部削除・入れ換え〉 

 

 

〈読点なし〉 

・教科書としてより適切な表現に改め

た。以下、この修正については同様。 

・わかりやすくするため。 

・同上。 

・読みやすさに配慮して語の説明を脚

注に回した。 

・一般的な符号に改めた。以下、本教

材内のこの修正については同様。 

・教科書として読みやすく、また、わ

かりやすくするため。 

 

・わかりやすくするため。以下、原文

にない読点の追加については同様。 

3 詩・短歌・俳句 ｐ75・11～13 どうかこれが兜率の天の食に変つ

て／やがてはおまへとみんなとに

／聖い資糧をもたらすことを 

どうかこれが天上のアイスクリー

ムになつて／おまへとみんなとに

聖い資糧をもたらすやうに 

・宮沢家本に従って改めた。 

4 小説（二） ｐ94・上2 

 

 

ｐ111・9 

 

 

 

 

 

 

ｐ118・上1 

ｐ118・上6 

ｐ118・下4 

ｐ118・下7 

ｐ119・上6 

 

ｐ119・上10 

 

ｐ121・上3 

ｐ121・下 17 

ため息ついた！」〈改行のあと一

行あき〉 

 

と山椒魚はどなった。 

 

 

 

 

 

 

前のページの図には 

左の図を 

私の研究室 

聞かせてくれます。〈削除〉 

｢人間に用意された生きていくた

めの力」 

忘れていったりすると、 

 

がくりと落ちて 

可能にさせているのです。 

ため息ついた！」〈改行のみ〉 

 

 

〈原文では、会話文のあとは一字

下げで始まっているが、教科書と

して読みやすく、また、わかりや

すくするため、一字下げをやめ、

普通の形に改めた。なお、以後の

作品についても同様。〉 

 

右の図には 

次の図を 

慶応大学の佐藤研 

聞かせてくれます。（※） 

『人間に用意された生きていくた

めの力』 

忘れていくとすると、 

 

がくりと変わって 

〈このあと原文削除〉 

・他の活字本に従って改めた。 

 

 

・教科書としてより適切な表記に改め

た。 

 

 

 

 

 

・わかりやすくするため。 

・同上。 

・同上。 

・注を掲載していないため。 

・一般的な符号に改めた。 

 

・教科書としてより適切な表現に改

めた。 

・同上。 

・読みやすさを考慮して、先行研究に

関する注を削除。 

5 随想・評論（二） 

芸術との出会い 

 

ｐ129・14 

 

 

ｐ133・下3 

ｐ133・下16 

 

ｐ135・上7 

ｐ135・上12 

ｐ135・下7 

 

ｐ135・下 10 

写真や映画といった未来の産物

がまだなかった 

 

うまく説明できません（笑）。 

ユニークなものだったことでし

ょう。 

その当時に？ 

いたと思います。 

映画の原作となったトレイシ

ー・シュヴァリエの小説 

ステッドマンや、フェルメール研

究を 

 

写真や映画などのはるかな未来の

産物のなかった 

 

うまく説明できないわ（笑）。 

ユニークなものだったでしょう。 

 

へえ、その当時に？ 

〈このあと原文削除〉 

シュヴァリエの小説 

 

ステッドマンや、後で話題にのぼ

るはずの“執念の身元調査人”で、

フェルメール研究を 

・教科書としてより適切な表現に改め

た。 

 

・筆者の意向による。 

・同上。 

 

・同上。 

・部分採録のため。 

・わかりやすくするため。 

 

・部分採録のため。 

6 小説（三） ｐ148～171 

 

ｐ152・下 10 

ｐ161・下 4 

〈章番号を削除し、一行あきとし

た〉 

静かでした。 

まだよかったかもしれません。 

 

 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

・部分採録のため。 

 

・採録スペースの関係による。 

・教育的配慮による。 

7 随想・評論（三） 
日本文化の特徴 

ｐ182・5 

 

ｐ182・6 

 

ｐ183・16 

ｐ184・1 

 

ｐ184・1 

 

ｐ184・5 

ｐ186・11 

 

ｐ186・12 

 

副住職と 

 

鑑賞したりした。 

 

自然と谷崎潤一郎の 

副住職に聞けば、 

 

先々代は谷崎と 

 

目にすることは少なくない。 

それは、私が 

 

ウェル・ビーイング（心理的充

足） 

副住職の川上全龍氏と 

 

鑑賞した。 

 

自然と谷崎の 

当院の川上師に聞けば、 

 

先々代は谷崎潤一郎と 

 

〈このあと原文削除〉 

それは、冒頭で述べたように、

わたしが 

ウェル・ビーイング
心 理 的 充 足

 

 

・煩雑さを避けるため。以下、本教材

内の個人名の削除については同様。 

・教科書としてより適切な表現に改め

た。 

・わかりやすくするため。 

・上記ｐ182・5の修正に合わせて修

正。 

・上記ｐ183・16 の修正に合わせて修

正。 

・煩雑さを避けるため。 

・部分採録のため、前項を受けた表

現を削除。 

・わかりやすくするため。 

 



単 元 名 ページ・行 本    文 原    典 訂 正 理 由 

ｐ189・1 

 

 

ｐ194～199 

 

ｐ194・9 

ｐ195・12 

 

ｐ196・11 

ｐ197・6 

ｐ198・9 

〈冒頭を一字下げ〉 

 

 

〈節番号・一行空きを削除〉 

 

俳句の「切れ」である。 

「切れ」という観点から、 

 

というわけである。 

包み込んでいる。 

これは誤りである。 

 

 

 

 

 

〈このあと原文削除〉 

切れという観点から、 

 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

これも誤りである。 

・教科書としてより適切な表現に改め

た。 

 

・評論教材としての学習上の配慮に

よる。 

・採録スペースの関係による。 

・わかりやすくするため。以下、こ

の修正については同様。 

・教育的配慮による。 

・採録スペースの関係による。 

・部分採録のため、前項を受けた表

現を修正。 

8 小説（四） ｐ202・下8 

 

ｐ217・上2 

 

ｐ217・上7 

 

ｐ220・下1 

 

ｐ224・下16 

 

ｐ227・下5 

 

妻 

 

高くなければいけない。 

 

小島烏水という人の『日本山水論』

にも、 

対談した。 

 

思い惑うのである。 

 

美しいと思った。 

嫁 

 

〈このあと原文を削除し、一行空

きを追加〉 

小島烏水という人の日本山水論に

も、 

〈このあと原文を削除し、一行空

きを追加〉 

〈このあと原文を削除し、一行空

きを追加〉 

〈このあと原文を削除し、一行空

きを追加〉 

・作者の意向による。 

 

・採録スペースの関係による。 

 

・書名であるため。以下、この修正に

ついては同様。 

・採録スペースの関係による。 

 

・同上。 

 

・同上。 

 

【第Ⅱ部】 

1 随想・評論（一） 
日本語へのまなざ

し 

ｐ234・1 

 

ｐ234・2 

ｐ234・4 

 

ｐ237・11 

 

ｐ237・12 

ｐ237・14 

 

 

 

ｐ239・1 

 

ｐ239・1 

ｐ239・2 

 

 

ｐ239・3 

 

ｐ239・3 

 

 

ｐ239・4 

ｐ240・1 

 

ｐ240・3 

 

 

ｐ242・1 

 

ｐ243・1 

ｐ244・5 

 

ｐ244・6 

 

ｐ245・14 

十六年以上が過ぎたころ、 

 

隣の人が、店員に 

間に合わせます」「狭い部屋で 

 

必要はない。〈改行〉わたしは 

 

この人で間に合わせます、 

日本語が母国語であるとして

も、「日本語でいいです」 

 

 

二〇一九年に、 

 

『独り舞』の繫体字中国語版 

相当珍しいだろう。 

 

 

台湾出身の作家 

 

台湾出身の作家である。日本語

で 

 

東山彰良さんが先輩に当たる。 

ポテトチップスの多言語の食品

表示 

そのポテトチップスを食べると

きは筒状の容器の中から上へ 

 

日本企業に就職した。 

 

熟語を好んで使った。 

解釈権があると思われないこと

が多い。 

口出しするのをよしとしない人

が多いのと同じように。 

出版社のビルを 

十六年以上になるが、この間、 

 

隣の人が、ウエイトレスに 

間に合わせます」、「狭い部屋で 

 

〈改行なし〉 

 

〈このあと原文削除〉 

もちろん、日本語が母国語である

ことは事実だが、だから「日本語

でいいです」 

 

先日、 

 

『独り舞』の中国語版 

〈このあと原文削除〉 

 

 

台湾人作家 

 

台湾人作家である。〈改行〉日本

語で 

 

東山彰良さんが有名だろう。 

プリングルズの多言語の食品表示 

 

プリングルズを食べる時は筒状の

容器の中からポテトチップスを上

へ 

日本企業で就職した。 

 

〈このあと原文削除〉 

解釈権がないのだ。 

 

口出しする権利が認められないよ

うに。 

講談社ビルを 

・文章が書かれた当時とは状況が異

なるため。 

・教育的配慮による。 

・わかりやすくするため。以下、読点

の削除については同様。 

・わかりやすくするため。以下、原文

にない改行については同様。 

・教育的配慮による。 

・同上。 

 

 

 

・文章が書かれた当時とは状況が異

なるため。 

・筆者の意向による。 

・特定企業の出版物名の掲載を避け

るため。以下、本教材内のこの修正

については同様。 

・筆者の意向による。以下、本教材内

のこの修正については同様。 

・文章の流れを中断しないため。以

下、文を続けた箇所については同

様。 

・筆者の意向による。 

・特定の商品名の掲載を避けるため。 

 

・特定の商品名の掲載を避けるため

に商品名を削除するとともに、文

章を整えた。 

・教科書としてより適切な表現に改

めた。 

・煩雑さを避けるため。 

・筆者の意向による。 

 

・同上。 

 

・特定の企業名の掲載を避けるため。 

2 小説（一） 

 

ｐ248・7 

 

 

ｐ259・7 

ｐ259・11 

二、三小節 

 

 

ほゝゑまひて 

ほゝゑみて 

 

二三小節 

 

 

ほゝえまひて 

ほゝえみて 

・誤読を避けるため。以後、この修正

については同様。 

 

・一般的な表記に従った。 

・同上。 



単 元 名 ページ・行 本    文 原    典 訂 正 理 由 

3 小説（二） 

 

ｐ282・上1 

 

ｐ282・上 6 

 

 

ｐ293・15 

 

忠津さん 

 

手に入れようとしたりする 

 

 

盲人 

 

忠津先生 

 

手に入れようとする 

 

 

盲 

 

・前後の会話での呼び方に合わせて

修正。 

・教科書としてより適切な表現に改

めた。 

 

・教育的配慮による。以下、本教材
内のこの修正については同様。 

6 随想・評論（二） 

文学はなぜ必要か 

ｐ354・3 

ｐ355・13 

ｐ356・2 

 

ｐ356・3 

 

ｐ358・11 

 

ｐ358・12 

 

ｐ361～ｐ369 

 

ｐ361・8 

ｐ362・2 

ｐ362・2 

ｐ362・10 

 

 

ｐ362・14 

ｐ363・1 

 

ｐ365・17 

ｐ367・1 

 

 

 

 

ｐ367・15 

ｐ368・9 

ｐ368・11 

 

ｐ368・15 

ｐ369・2 

ｐ369・13 

「もしも」のとき 

「無理」か。 

焼き上げたような詩だ。 

 

ポルトガル人のぽかミス〈削除〉 

 

「一度だけこの世をわたってい

く」ということを前提とするなら、 

「旅の恥はかき捨て」になるのか。 

 

〈小見出しを削除〉 

 

アメリカ合衆国が 

難民キャンプの中央部は 

土砂の海と化していた。 

文学は何ができるのか。 

 

 

意味があるのだろうか――。 

案内されて回っていた。 

 

ともに連れ去られ 

映画『アイランド』が、ホロコー

ストの 

 

 

 

生きるために必死に努力する。 

作品は示唆する。 

芸術作品を残したりする 

 

人間性を閑却する 

私たちがすでに、 

だが、祈りとは何なのか。 

「もしものとき」 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

 

ポルトガル人のぽかミス／オズワ

ルド・デ・アンドラーデ 

つまり「一度だけこの世をわたっ

ていくのだ」ということなら、 

〈このあと原文削除〉 

 

 

 

アメリカ合州国が 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

文学は何ができるのか？ 

 

 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

 

〈このあと原文削除〉 

映画『アイランド』（二〇〇五

年、監督マイケル・ベイ）が、ホ

ロコーストのイメージをあからさ

まに反復しながら、ホロコースト

の 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

芸術作品を残す 

 

人間性を閑却に付す 

私たちはすでに、 

〈このあと原文削除〉 

・教材としての学習上の配慮による。 

・採録スペースの関係による。 

・教科書採録箇所以外の部分をさした

表現であるため。 

・直前の本文で作者名が示されている

ため。 

・わかりやすくするため。 

 

・採録スペースの関係による。 

 

・評論教材としての学習上の配慮に

よる。 

・一般的な表記に改めた。 

・煩雑さを避けるため。 

・同上。 

・教科書としてより適切な表現に改

めた。以下、本教材内のこの修正に

ついては同様。 

・採録スペースの関係による。 
・教科書として読みやすく、また、わ
かりやすくするため。 

・同上。 

・同上。 

 

 

 

 

・同上。 

・同上。 

・教科書としてより適切な表現に改

めた。 

・同上。 

・同上。 

・教科書採録箇所以外の部分を受け

た表現であるため。 

7 戦争と文学 

 

ｐ386・13 

 

ｐ392・上17 

ｐ398・上4 

ｐ399・下9 

ｐ401・下8 

ｐ402・上2 

 

ｐ405・下 9 

「人間の盾」 

 

小
こ

床
どこ

 

すでに 

向こうの砂原 

……お母さん、……姉さん、…… 

あったものだ。〈改行のあと一行

あき〉 

橋があった。 

『人間の盾』 

 

小
こ

床
ゆか

 

即に 

向
むかい

の砂原 

……お母さん、……姉さん…… 

あったものだ。〈改行のみ〉 

 

橋があった、 

・一般的な符号に改めた。 

 

・原典の誤りと思われるため。 

・同上。 

・他の活字本に従って改めた。 

・同上。 

・同上。 

 

・同上。 

8 小説（四） ｐ424・15 

 

 

ｐ436～447 

 

 

ｐ436・3 

ｐ444・上14 

妹のことでいっぱいだったので、 

 

 

 

 

 

旅に病んで 

最期 

妹のことで一ぱいで、半気違ひの

有様だつたので、 

 

 

 

 

旅に病むで 

最後 

・教育的配慮による。 

 

 

・『沙羅の花』所収の『枯野抄』本文

に従って、読み方を示すとともに、

漢字・仮名表記の変更を行った。 

・一般的な撥音表記に従った。 

・『沙羅の花』本文に従って改めた。 

 

 



番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

1 3 二次元コード 自社ページＵＲＬ コンテンツリスト 別紙1添付

3 URL 自社ページＵＲＬ コンテンツリスト 別紙1添付

表4 二次元コード 自社ページＵＲＬ コンテンツリスト 別紙1添付

2 14 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『生きるとは、自分の物語を作ること』語句の言い換え 別紙2添付

自社ページＵＲＬ 『生きるとは、自分の物語を作ること』語句の意味 別紙3添付

3 21 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『わからないからおもしろい』語句の言い換え 別紙4添付

自社ページＵＲＬ 『わからないからおもしろい』語句の意味 別紙5添付

4 28 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『山月記』語句の言い換え 別紙6添付

自社ページＵＲＬ 『山月記』語句の意味 別紙7添付

5 40 二次元コード
神奈川近代文学
館

https://www.kanabun.or.jp/nakajima/ 参考リンク：中島敦直筆資料デジタルアーカイブ

6 47 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『旅する本』語句の言い換え 別紙8添付

自社ページＵＲＬ 『旅する本』語句の意味 別紙9添付

7 66 二次元コード 自社ページＵＲＬ
『小諸なる古城のほとり』・『風船乗りの夢』・『永訣の朝』語
句の言い換え

別紙10添付

自社ページＵＲＬ
『小諸なる古城のほとり』・『風船乗りの夢』・『永訣の朝』語
句の意味

別紙11添付

国立国会図書館 https://dl.ndl.go.jp/pid/1328883 参考リンク：弘田龍太郎作曲『小諸なる古城のほとり』

8 68 二次元コード 藤村記念館 http://toson.jp/ 参考リンク：藤村記念館

9 69 二次元コード 自社ページＵＲＬ
『小諸なる古城のほとり』・『風船乗りの夢』・『永訣の朝』語
句の言い換え

別紙10添付

自社ページＵＲＬ
『小諸なる古城のほとり』・『風船乗りの夢』・『永訣の朝』語
句の意味

別紙11添付

10 71 二次元コード 前橋文学館 https://www.maebashibungakukan.jp/ 参考リンク：前橋文学館

国立国会図書館 https://rekion.dl.ndl.go.jp/pid/3571577 参考リンク：自作朗読『乃木坂俱楽部』『火』『沼澤地方』

11 72 二次元コード 自社ページＵＲＬ
『小諸なる古城のほとり』・『風船乗りの夢』・『永訣の朝』語
句の言い換え

別紙10添付

自社ページＵＲＬ
『小諸なる古城のほとり』・『風船乗りの夢』・『永訣の朝』語
句の意味

別紙11添付

12 77 二次元コード 花巻市
https://www.city.hanamaki.iwate.jp/miyazawakenji/abo
ut_kenji/index.html

参考リンク：宮沢賢治について

13 78 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『短歌と俳句』語句の言い換え 別紙12添付

ウェブサイトのアドレスの掲載箇所一覧表

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

https://www.kanabun.or.jp/nakajima/
https://dl.ndl.go.jp/pid/1328883
http://toson.jp/
https://www.maebashibungakukan.jp/
https://rekion.dl.ndl.go.jp/pid/3571577
https://www.city.hanamaki.iwate.jp/miyazawakenji/about_kenji/index.html
https://www.city.hanamaki.iwate.jp/miyazawakenji/about_kenji/index.html


番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

自社ページＵＲＬ 『短歌と俳句』語句の意味 別紙13添付

14 92 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『孫係』語句の言い換え 別紙14添付

自社ページＵＲＬ 『孫係』語句の意味 別紙15添付

15 104 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『山椒魚』語句の言い換え 別紙16添付

自社ページＵＲＬ 『山椒魚』語句の意味 別紙17添付

自社ページＵＲＬ 参考動画：自作朗読『山椒魚』 別紙18添付

16 113 二次元コード ふくやま文学館
https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/site/bungakuk
an/jyosetu.html

参考リンク：ふくやま文学館ー常設展示紹介

NHK
https://www2.nhk.or.jp/archives/articles/?id=D000925
0098_00000

参考動画：あの人に会いたいー井伏鱒二

17 124 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『真珠の耳飾りの少女』語句の言い換え 別紙19添付

自社ページＵＲＬ 『真珠の耳飾りの少女』語句の意味 別紙20添付

18 136 二次元コード 自社ページＵＲＬ 参考資料：レーウェンフック、ステッドマン、モンティアス解説 別紙21添付

Google https://g.co/arts/pD2RuGVSokfb5YZe9 参考リンク：ヨハネス フェルメールとアントーニ ファン レー
ウェンフック

19 138 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『花のいざない』語句の言い換え 別紙22添付

自社ページＵＲＬ 『花のいざない』語句の意味 別紙23添付

日本芸術文化振
興会

https://www2.ntj.jac.go.jp/dglib/contents/learn/edc9/z
eami/gyouseki/kakyou01.html

参考リンク：『花鏡』

20 146 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『こころ』語句の言い換え 別紙24添付

自社ページＵＲＬ 『こころ』語句の意味 別紙25添付

21 147 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『こころ』教科書採録以前の部分（房州旅行） 別紙26添付

22 175 二次元コード 漱石山房記念館 https://soseki-museum.jp/ 参考リンク：新宿区立漱石山房記念館

神奈川近代文学
館

https://www.kanabun.or.jp/souseki/index.html 参考リンク：夏目漱石資料デジタルアーカイブ

23 182 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『陰影という名の自由』語句の言い換え 別紙27添付

自社ページＵＲＬ 『陰影という名の自由』語句の意味 別紙28添付

24 189 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『陰翳礼讃』語句の言い換え 別紙29添付

自社ページＵＲＬ 『陰翳礼讃』語句の意味 別紙30添付

25 192 二次元コード
芦屋市谷崎潤一
郎記念館

https://www.tanizakikan.com/index.html 参考リンク：芦屋市谷崎潤一郎記念館

26 194 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『句を切る』語句の言い換え 別紙31添付

https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/site/bungakukan/jyosetu.html
https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/site/bungakukan/jyosetu.html
https://www2.nhk.or.jp/archives/articles/?id=D0009250098_00000
https://www2.nhk.or.jp/archives/articles/?id=D0009250098_00000
https://g.co/arts/pD2RuGVSokfb5YZe9
https://www2.ntj.jac.go.jp/dglib/contents/learn/edc9/zeami/gyouseki/kakyou01.html
https://www2.ntj.jac.go.jp/dglib/contents/learn/edc9/zeami/gyouseki/kakyou01.html
https://soseki-museum.jp/
https://www.kanabun.or.jp/souseki/index.html
https://www.tanizakikan.com/index.html


番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

自社ページＵＲＬ 『句を切る』語句の意味 別紙32添付

NHK
https://www2.nhk.or.jp/archives/articles/?id=D000925
0168_00000

参考動画：あの人に会いたいー飯田龍太

27 202 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『富嶽百景』(中島京子) 語句の言い換え 別紙33添付

自社ページＵＲＬ 『富嶽百景』(中島京子) 語句の意味 別紙34添付

28 215 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『富嶽百景』(太宰治) 語句の言い換え 別紙35添付

自社ページＵＲＬ 『富嶽百景』(太宰治) 語句の意味 別紙36添付

29 234 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『ゆずる物腰ものほしげ』語句の言い換え 別紙37添付

自社ページＵＲＬ 『ゆずる物腰ものほしげ』語句の意味 別紙38添付

30 239 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『日本語籍を取得した日』語句の言い換え 別紙39添付

自社ページＵＲＬ 『日本語籍を取得した日』語句の意味 別紙40添付

31 248 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『檸檬』語句の言い換え 別紙41添付

自社ページＵＲＬ 『檸檬』語句の意味 別紙42添付

32 260 二次元コード 自社ページＵＲＬ 参考資料：萩原朔太郎『本質的な文学者』 別紙43添付

33 261 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『冷たい大根の煮物』語句の言い換え 別紙44添付

自社ページＵＲＬ 『冷たい大根の煮物』語句の意味 別紙45添付

34 276 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『骰子の七の目』語句の言い換え 別紙46添付

自社ページＵＲＬ 『骰子の七の目』語句の意味 別紙47添付

35 290 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『棒』語句の言い換え 別紙48添付

自社ページＵＲＬ 『棒』語句の意味 別紙49添付

36 297 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/archives/articles/?id=D000925
0088_00000

参考動画：あの人に会いたいー安部公房

37 302 二次元コード 自社ページＵＲＬ
『のちのおもひに』・『足と心』・『ちがう人間ですよ』語句の
言い換え

別紙50添付

自社ページＵＲＬ
『のちのおもひに』・『足と心』・『ちがう人間ですよ』語句の
意味

別紙51添付

38 304 二次元コード 自社ページＵＲＬ
『のちのおもひに』・『足と心』・『ちがう人間ですよ』語句の
言い換え

別紙50添付

自社ページＵＲＬ
『のちのおもひに』・『足と心』・『ちがう人間ですよ』語句の
意味

別紙51添付

39 306 二次元コード 自社ページＵＲＬ
『のちのおもひに』・『足と心』・『ちがう人間ですよ』語句の
言い換え

別紙50添付

自社ページＵＲＬ
『のちのおもひに』・『足と心』・『ちがう人間ですよ』語句の
意味

別紙51添付

https://www2.nhk.or.jp/archives/articles/?id=D0009250168_00000
https://www2.nhk.or.jp/archives/articles/?id=D0009250168_00000
https://www2.nhk.or.jp/archives/articles/?id=D0009250088_00000
https://www2.nhk.or.jp/archives/articles/?id=D0009250088_00000
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40 310 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『舞姫』語句の言い換え 別紙52添付

自社ページＵＲＬ 『舞姫』語句の意味 別紙53添付

41 350 二次元コード 森鷗外記念館 https://moriogai-kinenkan.jp/ 参考リンク：文京区立森鷗外記念館

42 354 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『もしも、詩があったら』語句の言い換え 別紙54添付

自社ページＵＲＬ 『もしも、詩があったら』語句の意味 別紙55添付

43 361 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『祈りとしての文学』語句の言い換え 別紙56添付

自社ページＵＲＬ 『祈りとしての文学』語句の意味 別紙57添付

44 372 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『バグダッドの靴磨き』語句の言い換え 別紙58添付

自社ページＵＲＬ 『バグダッドの靴磨き』語句の意味 別紙59添付

45 387 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/archives/articles/?id=D000925
0252_00000

参考動画：あの人に会いたいー米原万里

46 390 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『夏の花』語句の言い換え 別紙60添付

自社ページＵＲＬ 『夏の花』語句の意味 別紙61添付

47 395 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/archives/movies/?id=D0001530
009_00000

参考動画：原爆が投下されたあとの広島市

48 410 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/archives/movies/?id=D0009030
006_00000

参考動画：ニュース』「第五福竜丸』ビキニで被ばく」

49 411 二次元コード 自社ページＵＲＬ
『死んだ男の残したものは』・『わたしが一番きれいだったと
き』・『春―イラクの少女シャミラに』語句の言い換え

別紙62添付

自社ページＵＲＬ
『死んだ男の残したものは』・『わたしが一番きれいだったと
き』・『春―イラクの少女シャミラに』語句の意味

別紙63添付

50 413 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/archives/articles/?id=D000907
2077_00000

参考動画：谷川俊太郎

51 414 二次元コード 自社ページＵＲＬ
『死んだ男の残したものは』・『わたしが一番きれいだったと
き』・『春―イラクの少女シャミラに』語句の言い換え

別紙62添付

自社ページＵＲＬ
『死んだ男の残したものは』・『わたしが一番きれいだったと
き』・『春―イラクの少女シャミラに』語句の意味

別紙63添付

52 418 二次元コード 自社ページＵＲＬ
『死んだ男の残したものは』・『わたしが一番きれいだったと
き』・『春―イラクの少女シャミラに』語句の言い換え

別紙62添付

自社ページＵＲＬ
『死んだ男の残したものは』・『わたしが一番きれいだったと
き』・『春―イラクの少女シャミラに』語句の意味

別紙63添付

53 422 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『葉桜と魔笛』語句の言い換え 別紙64添付

自社ページＵＲＬ 『葉桜と魔笛』語句の意味 別紙65添付

54 434 二次元コード 五所川原市
https://www.city.goshogawara.lg.jp/kyouiku/bunka/sya
yokan.html

参考リンク：太宰治記念館「斜陽館」

https://moriogai-kinenkan.jp/
https://www2.nhk.or.jp/archives/articles/?id=D0009250252_00000
https://www2.nhk.or.jp/archives/articles/?id=D0009250252_00000
https://www2.nhk.or.jp/archives/movies/?id=D0001530009_00000
https://www2.nhk.or.jp/archives/movies/?id=D0001530009_00000
https://www2.nhk.or.jp/archives/movies/?id=D0009030006_00000
https://www2.nhk.or.jp/archives/movies/?id=D0009030006_00000
https://www2.nhk.or.jp/archives/articles/?id=D0009072077_00000
https://www2.nhk.or.jp/archives/articles/?id=D0009072077_00000
https://www.city.goshogawara.lg.jp/kyouiku/bunka/syayokan.html
https://www.city.goshogawara.lg.jp/kyouiku/bunka/syayokan.html
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55 436 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『枯野抄』語句の言い換え 別紙66添付

自社ページＵＲＬ 『枯野抄』語句の意味 別紙67添付

56 449 二次元コード 自社ページＵＲＬ 参考資料：夏目漱石から芥川龍之介への手紙 別紙68添付

自社ページＵＲＬ 参考動画：芥川龍之介（昭和2年） 別紙69添付
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